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もしもの時、お互いが
命を守る一歩を踏み出せるように。
　「守られる」地域から「守る」地域へ

　 ✚特集　地 域 防 災
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災
害
大
国
「
日
本
」

　

私
た
ち
が
住
む
日
本
は
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
言
い
換
え
れ
ば
自
然
の
厳

し
さ
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
日
本
の
位
置
や
地
形
、

気
象
な
ど
の
自
然
条
件
が
、
地

震
や
台
風
や
豪
雨
、
豪
雪
、
洪

水
や
土
砂
災
害
、
火
山
噴
火
な

ど
災
害
が
発
生
し
や
す
い
条
件

を
備
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

地
震
や
津
波
、
火
山
災
害
を

考
え
る
と
火
山
と
プ
レ
ー
ト
（
岩

盤
）
の
境
界
は
一
致
し
ま
す
。

日
本
は
海
洋
プ
レ
ー
ト
と
大
陸

プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
位
置
し
、

そ
の
動
き
に
よ
り
発
生
す
る
地

震
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
一
九
九
四
年
～

二
〇
〇
三
年
に
発
生
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
〇
以
上
の
地

震
九
六
〇
回
の
う
ち
、
二
二
〇

回
以
上
が
日
本
で
起
き
て
い
ま

す
（
平
成
十
六
年
版
：
防
災
白

書
）。
実
に
大
き
な
地
震
の
う
ち
、

二
二
・
九
％
が
日
本
で
起
き
て
い

ま
す
。
今
年
発
生
し
、
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
（
次
㌻
）
や
岩
手

県
北
沿
岸
北
部
地
震
も
私
た
ち

の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
梅
雨

前
線
で
多
量
の
雨
が
降
り
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
は
例
年
、
台

風
が
接
近
、
上
陸
し
、
暴
風
雨

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
列
島
は
山
や
谷

が
と
て
も
多
く
、
川
の
上
流
と

下
流
の
高
低
差
が
大
き
い
の
が

特
徴
で
、
そ
れ
は
豪
雨
、
豪
雪

の
被
害
が
起
こ
り
や
す
い
原
因

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
世
界
で
類
を
見

な
い
災
害
大
国
「
日
本
」
に
住

ん
で
い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
常

に
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

消
防
署
、
消
防
団
が

地
域
を
守
る
一
方
で

　
町
で
こ
の
よ
う
な
大
自
然
の

活
動
で
、
発
生
の
防
ぎ
よ
う
の

な
い
自
然
災
害
が
ひ
と
た
び
起

こ
る
と
、
消
防
署
が
出
動
し
、

防
災
組
織
で
あ
る
消
防
団
（
野

里
一
平
団
長
、
団
員
四
七
八
人
）

が
活
動
し
、
消
火
活
動
や
災
害

の
防
御
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
限
ら
れ
た
防
災
力

で
広
域
的
に
大
き
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
場
合
、
地
域
住
民
に

よ
る
地
域
防
災
の
力
が
と
て
も

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
で
の
取
り
組
み
が

重
要
不
可
欠

　
「
自
分
た
ち
で
身
を
守
る
自

助
・
互
い
に
助
け
合
う
共
助
」

の
観
点
か
ら
全
国
的
に
自
主
防

災
組
織
を
結
成
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
高
ま
り
、
町
内
で
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生

し
た
時
に
重
要
な
役
割
を
持
つ

の
が
普
段
か
ら
の
地
域
の
取
り

組
み
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。

　

駅
前
・
諏
訪
野
地
区
で
は
三

年
前
の
水
害
を
教
訓
に
地
域
の

消
防
団
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、

役
割
を
確
認
し
、
継
続
的
な
防

災
訓
練
な
ど
で
意
識
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
過
去
の

被
災
状
況
を
も
と
に
被
害
を
想

定
し
た
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災

害
予
測
地
図
）」
を
作
成
し
、
避

難
経
路
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
地

域
の
人
に
救
助
さ
れ
た
人
の
割

合
は
実
に
九
割
以
上
。
災
害
に

地
域
の
防
災
力
は
不
可
欠
で
す
。

考えてみましょう、
なぜ、地域防災が必要なのでしょうか？

　記憶に新しい平成 17 年秋に
町を襲った低気圧による大雨洪
水のため、一時避難者も出た。

「守られる」地域から「守る」地域へ

　 ✚特集　地 域 防 災

突然、私たちを襲う地震などの自然災害。

「自分たちの地域は、自分たちで守る」

地域の団結が防災の大きな鍵を握っています。

　消防団は雨が治まるまでの 3 日間、昼夜を問わず、土のう積
みや地域の見回りを行い、住民の安全確保のために活動を展開
した。【写真：中田橋近くで民家に氾濫する馬淵川（一戸字向町）】
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突
然
襲
っ
た
大
地
震
、

市
民
は
ど
う
対
応
し
た
か

　
地
震
直
後
、
数
箇
所
で
起
こ
っ

た
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
や
国
道

に
架
か
る
橋
の
崩
落
で
道
路
が

寸
断
さ
れ
た
今
回
の
地
震
。
孤

立
し
た
エ
リ
ア
ご
と
に
住
民
が

自
主
的
に
集
ま
っ
て
安
否
確
認

を
行
い
、
代
表
者
が
市
災
害
対

策
本
部
と
連
絡
を
取
り
合
っ
た

た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

救
助
が
迅
速
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
市
西

部
の
厳
美
町
本
寺
地
区
は
、
自

主
防
災
組
織
は
未
結
成
だ
っ
た

も
の
の
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

深
い
地
域
。
避
難
所
の
運
営
に

関
し
て
も
、
同
じ
地
区
内
の
顔

見
知
り
の
人
た
ち
が
避
難
し
た

人
た
ち
の
お
世
話
に
当
た
る
、

い
わ
ば
助
け
合
い
の
延
長
で

行
っ
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
た

め
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、
土
砂
崩
れ
に
よ

り
で
き
た
土
砂
ダ
ム
の
警
戒
に

二
十
四
時
間
体
制
で
従
事
し
、

大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
水
害
常
襲
地
帯
の
一
関
市
。

大
規
模
な
地
震
災
害
は
初
め
て

だ
っ
た
も
の
の
、
平
成
十
七
年

九
月
の
合
併
後
も
地
震
・
水
害

を
想
定
し
た
大
規
模
な
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
水
害

の
経
験
に
加
え
訓
練
も
重
ね
て

い
た
こ
と
な
ど
よ
り
、
市
災
害

対
策
本
部
の
運
営
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
近
い
将
来
起
き
る
と

い
わ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖
地
震

で
は
、
市
内
の
複
数
箇
所
で
、

同
時
に
被
災
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の

組
織
率
は
市
内
全
世
帯
の
約
七

割
で
す
が
、
市
は
さ
ら
に
結
成

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
地
震
災
害
の

経
験
を
多
く
の
市
民
に
伝
え
、

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
今
後

の
備
え
と
し
て
重
要
で
あ
る
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。

（
写
真
・
本
文
提
供
　
一
関
市
）

岩手・宮城内陸地震に学ぶ

六
月
十
四
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
は

一
関
市
は
死
亡
一
人
、
負
傷
二
人
の
人
的
被
害
を
は
じ
め
、

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

住
民
の
自
主
的
な
活
動
、
つ
な
が
り
、
日
ご
ろ
の
訓
練
…

私
た
ち
は
こ
こ
か
ら
何
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

一関市の協力を得て震災直後の住民活動をリポート

上）山全体が動いたような大規模な土砂崩れ。（一関市厳美町内）
　　約 50 万㎡の土砂が、磐井川を埋めている（6 月 14 日撮影）
左上）地震の影響により大きく崩落した祭

まつる

畤
べ

大橋（6 月 15 日撮影）
左）市内の本寺小学校に設置した避難所に地域住民が避難した



1花巻空港を飛び立ち、負傷者を
救助するため、防災ヘリから現場
へ降りる救助隊員。会場には張り
詰めた緊張感があった　2山林火
災を防御する消防団員　3建物火
災で負傷した入所者の救助訓練　
4建物消火を川からホースをつな
げて行う　5地区住民は声を掛け
合いながらチームワークで 300 人
分の食事の準備を行った　6消防
署員の指導を受けながら、住民が
積極的に繰り返した初期消火訓練

総合防災訓練 2008

救
え
る
命
の
た
め
に
、
命
が
け
の
訓
練
が
あ
る
─

1

2

3

4

65
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「守られる」地域から「守る」地域へ

　 ✚特集　地 域 防 災

　
十
一
月
二
日
、
午
前
八
時
こ

ろ
、
町
内
で
地
震
に
よ
る
か
な

り
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
。
気
象

庁
か
ら
の
発
表
は
、
震
源
地
は

岩
手
県
内
陸
北
部
で
地
震
規
模

は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.5
と
推
定
、

津
波
の
心
配
は
な
い
と
発
表
さ

れ
た
。
そ
の
後
の
情
報
で
は
、

当
地
は
、
震
度
６
弱
で
あ
っ
た
。

　

地
震
で
介
護
老
人
保
健
施
設

小
鳥
谷
サ
ン
ブ
ル
ク
の
一
部
が

倒
壊
、
火
災
が
発
生
し
、
入
所

者
に
負
傷
者
が
発
生
。
そ
の
火

災
が
小
鳥
谷
サ
ン
ブ
ル
ク
前
の

山
林
、
対
岸
河
川
敷
に
飛
び
火

し
延
焼
拡
大
の
恐
れ
が
生
じ
た
。

　

小
鳥
谷
小
学
校
で
も
出
火
、

延
焼
拡
大
の
恐
れ
が
生
じ
た
。

地
震
で
水
道
管
が
破
損
し
た
た

め
、
消
防
団
に
よ
る
防
火
水
槽

と
河
川
か
ら
の
中
継
送
水
に
よ

る
消
火
防
御
、
県
防
災
航
空
隊

の
負
傷
者
の
救
助
救
出
、
空
中

消
火
防
御
の
必
要
が
生
じ
た
。

　

─
以
上
の
よ
う
な
想
定
で
行

わ
れ
た
一
戸
町
総
合
防
災
訓
練
。

　

参
加
し
た
消
防
団
員
は

三
百
五
十
人
、
地
域
住
民
や
小

鳥
谷
サ
ン
ブ
ル
ク
職
員
、
訓
練

の
関
係
者
を
含
め
る
と
五
百
人

が
一
斉
に
こ
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　

午
前
八
時
十
五
分
、
参
加
者

が
小
鳥
谷
サ
ン
ブ
ル
ク
前
駐
車

場
に
参
集
し
、
部
隊
を
編
成
。

　

部
隊
編
成
を
終
え
、
降
り
出

し
た
雨
の
中
、
八
時
四
十
五
分
、

警
察
官
と
交
通
指
導
隊
が
交
通

規
制
を
行
い
、
小
鳥
谷
地
区
住

民
が
初
期
消
火
を
行
っ
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
と
住
民
は
炊
き

出
し
を
行
い
、
約
三
百
人
分
の

食
事
の
準
備
を
急
い
だ
。
小
鳥

谷
サ
ン
ブ
ル
ク
内
で
は
職
員
が
、

入
所
者
を
誘
導
、
消
防
署
か
ら

は
救
急
隊
が
到
着
し
、
県
の
防

災
ヘ
リ
が
救
助
救
出
を
行
っ
た
。

消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

場
で
火
災
防
御
活
動
を
行
っ
た
。

想像してみてください、
もし、町で大規模な災害が発生したら

　今回の総合防災訓練は悪天候の
中、無事に行うことができました。
　地域住民の温かい応援を受けなが
ら関係者のご協力もたくさんいただ
き、きびきびとした訓練ができまし
た。防災は、地域住民の協力がなけ
れば成り立ちません。今後もご協力
をよろしくお願いします。

地域住民で成り立つ防災

一
戸
町
消
防
団

小
野
寺
　
昭
副
団
長

1降りしきる雨の中、小鳥谷小学校への消火訓練を行う　2小鳥谷サンブルク内では、職員が確認し合いながら
入所者の迅速な避難　3小鳥谷中学校で行われた閉会式では青空が広がった　4消防団を見守る地域住民。温か
い励ましは消防団を力づけた　5道路の要所では、交通規制を行う交通指導隊　6続々と現場へ急行する消防車

　今日は、町の総合防災訓練の炊き
出し訓練に地域住民として参加し、
良い経験になりました。訓練では防
災ヘリコプターなども来て、「とに
かく大変なことなんだ」と感じ、涙
が出そうな感じになりました。
　生活でも、火の元に十分注意する
などの心がけをしたいと思います。

とにかく、大変なことだ

小
鳥
谷
小
性
堂

田
頭
ツ
マ
さ
ん

　この防災訓練で関係機関にご協力
ご指導いただきながら、貴重な経験
をすることができ、感謝しています。
大変ありがとうございました。私た
ちも施設の防災委員会で年 2 回訓
練を行います。ある程度決められた
動きをする訓練でも、想定外のこと
が起こり、防災の大切さを感じます。

貴重な経験ができ、感謝

小
鳥
谷
サ
ン
ブ
ル
ク

福
村
周
三
副
主
任

Interview

11 月 2 日、肌寒い雨が降る中、町民約 500 人が参加した

一戸町総合防災訓練の様子をカメラが追いました。

3

4 5

2

6

1

お話を聞きました
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✚町内全小中学校に設置

　町役場職員組合（久保克則
執行委員長）は 10 月 16 日、
未来を担う子供たちのために
町へ AED を 9 台寄贈しまし
た。うち 8 台を町内の 8 小中
学校に設置。これで町内の全
小中学校に設置されました。

種別 地区 字名 設置場所

医療関係

一戸

砂森 県立一戸病院
本町 松井内科
野田 いちのへ内科クリニック
向町 岩渕歯科
傘木 田頭鍼灸整骨院

学校関係

砂森 一戸小学校
関屋 一戸南小学校
中野平 鳥越小学校
砂森 一戸中学校
蒔前 一戸高等学校

町関係

大平 総合運動公園クラブハウス
茶屋場 来田保養センター
砂森 総合保健福祉センター受付窓口
砂森 結愛サービス公社事務室
高善寺 町民文化センター ( イベント貸出用も保有 )

その他
砂森 イコオ ( デーサービスぽかぽか前 )
砂森 イコオ ( まちの健康相談室 )
関屋 二戸消防署一戸分署

✚心肺蘇生法の手順（実演は古里勝央消防士が協力）

①反応を確認する：反応があるかないかをみる。

②助けを呼ぶ：協力者が来たら、「あなたは 119 番へ 通

　報してください」「あなたは AED( 自動体外式除細動器 )

　を持ってきてください」と要請する。

③気道の確保を行う。

④呼吸を確認する。

⑤人工呼吸(口対口人工呼吸 )：正常な呼吸がなければ、

　口対口人工呼吸により息を吹き込む。

⑥胸骨圧迫(心臓マッサージ)：胸の真ん中を圧迫する。

⑦心肺蘇生法(胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせを継続)

　胸骨圧迫 30 回、人工呼吸 2 回の組み合わせを続ける。

⑧AEDの到着と準備：AED を傷病者の横に置き、ふた

　を開け、電源を入れる。以降音声メッセージに従って

　操作し、衣服を取り除き胸をはだけ電極パッドを貼る。

⑨心電図の解析：電極パッドを貼ると、自動的に心電図

　の解析が始まる。傷病者に触れていないことを確認。

⑩電気ショック：AED が電気ショックを加える必要が

　あると判断すると、自動的に充電開始。完了すると、

　ショックボタンが点灯する。周囲に離れるよう注意し、

　ショックボタンを押す。

⑪心肺蘇生法を再開：ただちに胸骨圧迫を再開する。

⑫AEDと心肺蘇生法の繰り返し（⑨、⑩、⑪）

心肺蘇生法とＡ
自動体外式除細動器

ＥＤで
助かる命があります。

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
の
心
臓
や
呼
吸
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
後
十
分
間
が
命
を

左
右
し
ま
す
。
そ
の
時
、
救
命
処
置
が
あ
り
ま
す
。

種別 地区 字名 設置場所

学校関係 小鳥谷
仁昌寺 小鳥谷小学校
野里 小鳥谷中学校

学校関係 鳥海
中前田 鳥海小学校
中里 鳥海中学校

学校関係

中山

西田子 奥中山小学校
軽井沢 奥中山中学校
西田子 みたけ養護学校奥中山校

医療関係 西田子 奥中山高原クリニック
町関係 西田子 奥中山高原センターハウス
その他 軽井沢 中山の園管理センター

✚一戸町ＡＥＤ設置場所登録状況（平成20年11月14日現在）

↑総合保健福祉センターで行われた救急救命講習会
で救命の訓練を行う奥中山保育所の後藤裕樹保育士

③気道の確保

⑤人工呼吸

⑥胸骨圧迫

⑥電気ショック
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「
こ
ん
ば
ん
は
」。
十
月

二
十
一
日
の
午
後
七
時
、
野
田

坂
自
治
公
民
館
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
や
家
事
の
手
を
止
め
、

続
々
と
町
内
会
の
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
町
内
会
の
人
た
ち

は
約
四
十
人
、
こ
の
日
は
地
域

内
に
あ
る
元
小
野
寺
医
院
か
ら

町
内
会
へ
寄
贈
を
受
け
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方
を
み
ん
な
で
学
ぶ
勉

強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

使
い
方
を
教
え
て
く
れ
る
の

は
元
小
野
寺
医
院
ス
タ
ッ
フ
の

赤
平
喜
美
子
さ
ん
。
赤
平
さ
ん

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
機
器
の
説
明
と

訓
練
用
の
人
形
を
使
っ
て
人
工

呼
吸
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
主
に
、

居
合
わ
せ
た
人
が
、
心
臓
や
呼

吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
処
置
を
行
う
か
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
座
っ
て
、
話
を
聞
い

て
い
た
参
加
者
は
、
そ
の
様
子

を
し
っ
か
り
学
ぼ
う
と
、
立
ち

上
が
っ
て
、
取
り
囲
み
、
熱
心

に
そ
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

気
心
が
知
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
会

話
を
す
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

説
明
を
終
え
、
参
加
者
が
実

際
に
救
命
処
置
を
体
験
。
年
配

の
方
が
「
私
た
ち
が
倒
れ
た
時

は
頼
む
よ
」
と
話
し
、
苦
笑
い
。

　
「
こ
れ
は
、
何
回
も
や
っ
て
み

ん
な
で
覚
え
た
ほ
う
が
い
い
ね
」

と
話
し
な
が
ら
勉
強
会
を
終
え
、

参
加
者
は
家
路
に
着
き
ま
し
た
。

命
を
救
え
る
の
は
居
合
わ
せ
た
私
た
ち
。

救
急
車
到
着
ま
で
、
で
き
る
こ
と
と
は
─

「守られる」地域から「守る」地域へ

　 ✚特集　地 域 防 災

野
田
坂
町
内
会
（
野
田
坂
博
伸
会
長
）
が
十
月
二
十
一

日
に
行
っ
た
救
命
救
急
の
勉
強
会
へ
伺
い
ま
し
た
。

　今日は、たくさんの参加者、分かりやすい内容で
実りある勉強会になりました。いざという時、役立
つよう機会があるごとに繰り返し勉強会をしていき
たいと思います。

◎役立つように繰り返し勉強会を

野田坂町内会

野田坂博伸会長

　私も故小野寺先生の元で定期的に救急蘇生の勉強
会をしたおかげでやっと、身につきました。説明を
聞くよりも体で覚え、慣れていくしかないと思いま
す。皆さんの「覚えたい」気持ちが伝わってきました。

◎体で覚え、慣れていくしかない

元小野寺医院

赤平喜美子さん

　今日は、勉強会に参加して、町内会に AED が寄
贈されたということも初めて知りました。まだよく
分からない部分もありますが、全体の流れが分かり、
良かったです。

◎全体の流れが分かって良かった

野田坂町内会

上村　生
いくる

さん

会場では真剣な表情で
訓練が、行われました



避  難  場  所    避　難　地　区　名

鳥越小学校  鳥越地区
一戸地域営農センター  越田橋・八幡町・下町・横町・小井田
元一戸小学校  中町・上町・北舘・袋町・中田の一部

一戸町役場
 向町・中道・樋の口・小滝・稲荷・西法寺・永代町・中田・野田・
野田坂の一部

元楢山小学校  平船・楢山１～３・双畑
来田保養センター  来田１～２
一戸中学校  諏訪野・元諏訪野・関屋・女鹿口・沢田・田中・地切・子守
一戸小学校  野田・野田坂・駅前・諏訪野・元諏訪野・袋町の一部
根反自治公民館  中瀬・野崎・中村・野磯鶏
女鹿公民館  下女鹿・女鹿・上女鹿１・上女鹿２
鳥海小学校  袖子田・中里・泉田・小滝
元鳥海小学校  月舘稲荷・赤屋敷・大屋敷・上月舘
出ル町へき地保育所  上出ル町・下出ル町・与羽・岩清水
元上小友小学校  上小友・蛇ノ島・大谷地
元小友小学校  半在家・小友１・小友２・下小友

小鳥谷中学校
 小姓堂・野中・穴久保・女ケ沢・野里・中屋敷・侍村・川久保 

・野馬鹿・鬼渕・川又
小鳥谷小学校 下仁昌寺・上仁昌寺・居也・中村・道地・駒木・高屋敷・若子内
元中山分校  火行・田中開拓
元平糠小学校  平糠１・平糠２・平糠３・平糠４・平糠５
元姉帯小学校  姉帯１・姉帯２・姉帯３・姉帯４
元面岸小学校  上面岸・下面岸・面岸開拓
元小繋小学校  田子・小繋
奥中山小学校 奥中山２・奥中山４・青葉日蓄・岳川・豊ケ岡・袖ケ沢・上下田子
奥中山中学校  奥中山１・奥中山３・軽井沢・旧中山
元摺糠小学校  摺糠・二戸郷・釜石
元宇別小学校  宇別
※避難場所は施設の校庭、駐車場または施設の広場です。

万
が
一
の
時
の
た
め
に
、
普
段
で
き
る
こ
と
と
は
。

自
分
や
家
族
、
地
域
を
守
り
、
確
認
で
き
る
こ
と
、

も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
る
だ
け
で

安
心
す
る
こ
と
、

救
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  

　 171
災害用伝言ダイヤル

　災害用伝言ダイヤルは、災害
の発生で被災地への通信が増加
し、つながりにくい状況になっ
た場合に提供が開始される声の
伝言板。通話がつながりにくい
状況になった場合、ＮＴＴが速
やかにサービスを提供し、どの
電話からも利用が可能です。

　

家の中では誰もが無防備です。

まずは、家の中の安全を確保しましょう。

　町では、地震に弱いと考えられる昭和 56 年 5 月

31 日以前に建築された木造住宅を対象として、耐

震診断の支援（診断費用 3 万円のうち、9 割を町・

県が補助）を行っています。また、耐震改修への助

成もご用意しています。ご希望、お問い合わせは、

役場地域整備課33-2111( 内線 281) まで。

【耐震診断のすすめ】

【避難場所をもう一度確認】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  万が一の時に備え。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 家族で地域で避難場所の確認を !

　避難場所は、住んでいる地域ごとに定められています。災害発生時にどこへ避難す

ればいいのか、あらかじめ調べておく必要があります。下に地区ごとの一時避難場所

（地震直後などに近くの住人が一時的に避難して様子を見る場所）、収容避難所（災害

により住居が被災倒壊・焼失した被災者を受け入れて、宿泊する場所）を示します。

▶一時避難場所

▶収容避難所：鳥越小学校体育館、一戸町体育館、一戸小学校体育館、一戸中学校体

　育館、鳥海小学校体育館、小鳥谷中学校体育館、小鳥谷小学校体育館、農村勤労福
　祉センター体育館 ( 小鳥谷地区公民館 )、奥中山小学校体育館、奥中山中学校体育館

①録音する場合

　局番なしの 171 を
　ダイヤル後１を押
　し、自分の電話番
　号を入力し、録音
　（30 秒以内）
②再生する場合

　局番なしの 171 を
　ダイヤル後 2 を押
　し、相手の電話番
　号を入力し、再生

   忘れて い  ・  な  ・  い？
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「守られる」地域から「守る」地域へ

　 ✚特集　地 域 防 災

　

約
五
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
町

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
消
防
団
、

地
域
住
民
、
県
、
自
衛
隊
、
町

の
関
係
者
な
ど
、
参
加
者
に
高

い
防
災
意
識
が
見
ら
れ
、
悪
天

候
の
中
、
計
画
通
り
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
分
か

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
思
わ

し
く
な
い
条
件
の
中
で
も
、
訓

練
が
計
画
通
り
に
で
き
た
こ
と

の
意
義
は
大
き
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
防
災
に
関
し
て
、

私
は
住
民
の
立
場
か
ら
自
主
防

災
組
織
の
推
進
を
皆
さ
ん
に
勧

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
町
内
会

な
ど
地
域
単
位
で
の
防
災
を
目

的
に
組
織
す
る
も
の
で
す
。
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・

淡
路
大
地
震
で
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
の
が
、
地
域
住
民

同
士
の
助
け
合
い
で
し
た
。

　

そ
の
教
訓
か
ら
、
全
国
各
地

で
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

る
動
き
が
高
ま
り
、
町
で
も
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

一
一
九
番
通
報
で
要
請
を
受

け
、
私
た
ち
は
出
動
し
ま
す
。

し
か
し
、
大
災
害
で
、
各
地
で

次
々
と
救
急
の
要
請
が
あ
っ
て

も
人
員
が
限
ら
れ
て
お
り
、
対

応
し
き
れ
な
い
状
況
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
時
、「
自
分
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
主

防
災
組
織
が
あ
れ
ば
、
地
域
住

民
と
し
て
も
私
た
ち
も
と
て
も

心
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
の
時
だ
け
で
な
く
、
日

ご
ろ
か
ら
防
災
の
勉
強
会
や
話

し
合
い
を
行
う
こ
と
も
効
果
的

で
す
。
避
難
場
所
や
経
路
、
高

齢
者
や
子
供
、
外
国
の
方
な
ど

の
要
援
護
者
の
確
認
を
、
役
割

を
決
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
話
し
合
い
を
行
え
ば
、
必

ず
役
に
立
ち
ま
す
。

　

地
域
の
地
形
な
ど
の
状
況
は

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
、
防
災
活
動
を
生
活
の
一
部
に

二
戸
消
防
署
一
戸
分
署

谷　

直
志
分
署
長

十
一
月
二
日
に
行
わ
れ
た
町
総
合
防
災
訓
練
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

今
後
の
地
域
防
災
、
日
ご
ろ
の
備
え
に
つ
い
て

二
戸
消
防
署
一
戸
分
署
の
谷
分
署
長
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

たに・なおし　昭和 25 年 12 月
22 日生　57 歳　昭和 50 年二戸
消防署に入り、平成 19 年 4 月よ
り同署一戸分署長。仕事のやり
がいは「人の役に立つこと、そ
れに尽きる」と話していました。

異
な
り
、
そ
こ
か
ら
適
し
た
防

災
方
法
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
良

く
知
る
の
は
地
域
の
人
な
の
で

す
。
そ
れ
に
は
防
災
に
関
心
を

持
ち
、
人
を
ま
と
め
な
が
ら
進

め
る
人
材
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
な
ど
防
災
に
関
す
る

こ
と
に
、
ど
ん
ど
ん
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
の
岩
手
県
沿
岸
北
部
地
震

を
教
訓
に
、「
防
災
の
火
を
消
さ

な
い
こ
と
」
を
意
識
し
、
防
災

を
特
別
な
も
の
と
考
え
ず
に
、

普
段
の
話
し
合
い
に
少
し
ず
つ

取
り
入
れ
る
な
ど
生
活
の
一
部

に
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と

災
害
に
強
い
、
住
み
良
い
町
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。



熱
気
で
揺
れ
た
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

全
国
21
回
全
国
消
防
操
法
大
会

第
２
分
団
第
１
部　

初
出
場
で
入
賞
!!

21th All Japan
Fire Contest

in Tokyo Big Sighit

頂頂上上上上上上上上上上上上
決決戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

歴史に誇りをつづった。忘れられない 1 日があった。

₁

₄

◎取材協力
　千葉県山武市　加瀬智代氏
　石川県能登町　道下政利氏

₁力のこもった操法を行う。後方には大型オーロラビジョンに、勇姿が映し出
された　₂アトラクションで行われた東京消防庁音楽隊の華麗な演奏　₃大会
を終えた第 2 分団第 1 部の関係者。後列右から鈴木暁久消防士長、石橋康信団
員、木戸法久団員、砂森栄治団員、亀山昌弘団員、石橋祐悦部長、上平英輝団員、
谷直志分署長、竹沢幸雄団員（前列は選手）　₄競技終了直後の応援団。感慨深
い表情で熱い戦いを見届けた　₅優良賞の表彰を受ける田村班長と田頭１番員

₃

₂

₅



今持っている力は、すべて出しました。皆さん、本当にありがとうございました。
チャンスがあれば、忘れ物を取りにもう一度全国の舞台に立ちたいです。

　

第
二
十
一
回
全
国
消
防
操
法
大
会
が
十
月

十
二
日
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
。

開
会
式
で
は
満
員
の
観
客
席
か
ら
県
や
町
か

ら
駆
け
つ
け
た
関
係
者
が
見
守
る
中
、
選
手

た
ち
は
、
堂
々
の
入
場
行
進
を
行
っ
た
。

　

競
技
が
開
始
し
、
岩
手
県
代
表
の
一
戸
町

第
二
分
団
第
一
部
は
ポ
ン
プ
車
の
部
、
出
場

二
十
四
チ
ー
ム
中
十
九
番
目
の
ス
タ
ー
ト
。

　

あ
こ
が
れ
の
全
国
の
舞
台
に
、
町
と
し
て

初
出
場
の
第
二
分
団
第
一
部
が
立
っ
た
。
厳

し
い
訓
練
、
支
え
た

関
係
者
や
家
族
の
思

い
を
の
せ
、
集
大
成

の
操
法
を
展
開
。

　

結
果
は
、
第
八
位

で
、
初
出
場
な
が
ら

優
良
賞
入
賞
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　

競
技
を
終
え
た
選

手
た
ち
は
応
援
席
に

整
列
、
田
村
班
長
が

代
表
し
て
「
今
持
っ
て
い
る
力
は
す
べ
て
出

し
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え

て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
忘
れ

物
を
取
り
に
も
う
一
度
全
国
の
舞
台
に
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
慨
深
い
表
情
で
、

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
─
」。
家
族
や
消
防

関
係
者
は
、
温
か
い
拍
手
と
涙
で
、
春
夏
秋

と
巡
る
季
節
の
中
、
挑
戦
を
続
け
た
選
手
た

ち
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

厳しい訓練を重ね、悲願の全国の舞台へと駆け上がった。左から田村幸也指揮者、樋口圭輔 4 番員、瀧澤誠 2 番員、東澤信幸 3 番員、小姓堂孝行補助員、田頭一志 1 番員。

これまで支えた家族と記念写真を行う田村班長

▼大会史上最多の 23,000 人以上が集結した会場の東京ビッグサイト
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「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
!!
」。

さ
わ
や
か
な
声
が
、

こ
だ
ま
す
る
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
練
習
場
。

　

こ
の
協
会
か
ら
全
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
が
生
ま
れ
た
。

　

弘
前
市
で
九
月
に
行
わ
れ
た

全
日
本
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会
二
人
組
戦
男
子
で

小
倉
勇
・
梅
垣
昭
三
組
が
強
豪

相
手
に
頂
点
に
立
ち
、
二
人
組

戦
女
子
で
も
小
倉
ミ
セ
・
高
畑

ハ
ツ
ヱ
組
が
準
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

今
回
の
快
挙
に
小
倉
勇
さ
ん

（
一
戸
蒔
前
）
は
「
私
は
七
十
八

歳
。
こ
の
年
で
ク
ラ
ブ
を
振
れ

る
こ
と
が
幸
せ
で
、
参
加
す
る

こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
出
場
し

た
大
会
。
梅
垣
さ
ん
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
良
く
、
互
い
に
良

い
と
こ
ろ
を
引
き
出
せ
た
の
で

は
」
と
笑
顔
で
感
想
を
述
べ
た
。

　

コ
ン
ビ
を
組
み
、
協
会
の
会

長
も
務
め
る
梅
垣
昭
三
（
高
善

寺
大
川
鉢
）
さ
ん
は
「
小
倉
さ

ん
は
私
の
中
学
校
の
時
の
恩

師
。
い
っ
し
ょ
に
コ
ー
ス
を
回

れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す

ね
。
一
振
り
を
大
切
に
プ
レ
ー

で
き
た
こ
と
が
、
結
果
に
結
び

つ
い
た
の
で
は
」
と
分
析
す
る
。

　

小
倉
ミ
セ
さ
ん
（
一
戸
蒔
前
）

は
「
風
が
強
く
、
レ
ベ
ル
が
高

い
大
会
で
こ
の
成
績
を
残
せ
た

こ
と
は
良
か
っ
た
で
す
。
今
後

は
若
い
人
に
少
し
で
も
つ
い
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
し
、

仲
間
も
増
や
し
た
い
」
と
話
す
。

　

高
畑
ハ
ツ
ヱ
さ
ん
（
高
善
寺

蒼
前
久
保
）
は
「
試
合
に
集
中

で
き
ま
し
た
。
小
倉
さ
ん
を
夫

婦
で
優
勝
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た

の
が
、
残
念
。
目
標
は
、
小
倉

さ
ん
の
年
ま
で
元
気
に
プ
レ
ー

す
る
こ
と
で
す
」
と
う
れ
し
そ

う
な
笑
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

今日も爽快、ナイスショット !!

          一戸人
いちのへびと

きらり

梅垣昭三さん 小倉 勇さん高畑ハツヱさん 小倉ミセさん

町ターゲットバードゴルフ協会
第6回全日本ターゲットバードゴルフ大会
2人組戦男子で優勝、2人組戦女子で準優勝の栄冠に輝いた

き
ら
り
、
き
ら
り
、
き
ら
り
。

今
年
の
秋
も
町
で
は

元
気
な
人
が
光
り
輝
く
。

人
が
町
を
輝
か
せ
る
─

今
月
号
の
第
二
特
集
に
は
、

そ
ん
な
き
ら
り
一
戸
人
が
大
集
合
で
す
。

Takahata Hatue Kogura Mise Umgaki Syozo Kogura Isamu

第2特集
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ゆ
っ
く
り
と
し
た
助
走
か

ら
、
し
な
や
か
に
跳
び

上
が
り
、
バ
ー
を
越
え
て
行
く
。

　

榎
木
平
吉
行
く
ん
は
、
第

二
十
四
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
岩
手
県
大
会
の
男

子
走
り
高
跳
び
で
大
会
タ
イ
記

録
で
見
事
な
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

吉
行
く
ん
は
、
昨
年
中
国
か

ら
来
日
、
全
国
大
会
は
ふ
る
さ

と
の
中
国
へ
帰
郷
し
た
た
め
、

出
場
権
を
譲
っ
た
。「
全
国
大

会
で
の
入
賞
も
期
待
で
き
る
記

録
で
す
よ
」
と
指
導
し
た
宇
塚

則
行
先
生
は
、
少
し
残
念
そ
う
。

　

吉
行
く
ん
が
、
高
跳
び
を
行

う
き
っ
か
け
は
二
戸
地
区
陸
上

競
技
会
で
の
選
手
選
考
。
身
長

一
八
二
・
五
㌢
の
恵
ま
れ
た
体
格

で
と
て
も
高
く
跳
べ
た
こ
と
。

　

大
会
で
は
緊
張
や
慣
れ
な
い

環
境
で
「
恥
ず
か
し
い
」
と
出

場
を
拒
ん
だ
こ
と
も
。
し
か
し
、

と
も
に
練
習
し
て
き
た
友
達
や

先
生
の
温
か
な
励
ま
し
を
受
け

な
が
ら
、
そ
の
重
圧
を
は
ね
の

け
、
県
大
会
で
は
誰
よ
り
も
高

く
舞
い
上
が
っ
た
。

　
「
将
来
は
宇
塚
先
生
み
た
い

な
優
し
い
先
生
に
な
り
た
い
」

と
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
た
。　

「
家
族
で
練
習
を
す
る
の

が
大
好
き
」
と
口
を

そ
ろ
え
る
西
舘
大
輝
く
ん
、
洸

希
く
ん
、
勇
陽
く
ん
は
、
県
内

で
も
有
名
な
快
速
の
三
兄
弟
だ
。

　

岩
手
県
営
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
九
月
二
十
八
日
に
行
わ

れ
た
ち
び
っ
こ
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
、
各
学
年
そ
れ
ぞ
れ

三
〇
〇
人
前
後
が
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
な
か
、
長
男
の
大
輝
く
ん
、

三
男
の
勇
陽
く
ん
は
優
勝
、
次

男
の
洸
希
く
ん
は
優
勝
に
三
秒

差
と
迫
る
第
二
位
に
輝
い
た
。

　

三
男
の
勇
陽
く
ん
は
「
初
め

て
た
く
さ
ん
の
人
が
出
る
大
会

で
緊
張
し
た
け
ど
、
い
っ
ぱ
い

練
習
し
た
か
ら
、
あ
ま
り
疲
れ

な
か
っ
た
よ
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

洸
希
く
ん
は
「
正
直
に
悔
し

い
。
け
れ
ど
辛
い
こ
と
を
乗
り

越
え
、
気
持
ち
も
体
も
強
く
な

る
練
習
は
楽
し
い
」
と
答
え
る
。

　
「
僕
が
一
生
懸
命
練
習
す
る

姿
を
見
て
、
弟
二
人
に
は
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
大
輝
く
ん

は
力
強
く
兄
弟
を
引
っ
張
る
。

　

洸
希
く
ん
、
勇
陽
く
ん
の
目

標
は
、「
け
が
し
て
も
頑
張
っ
て

い
る
大
輝
兄
ち
ゃ
ん
」。
気
持
ち

は
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

誰よりも高く舞い上がれ

強いきずなで走り続けて

西舘大輝くん（一戸南小 5 年：左）

　　洸希くん（一戸南小 2 年：右）

　　  勇陽くん（一戸南小 1 年：中）

榎木平吉行くん（一戸南小 6 年）

ちびっ子健康マラソン岩手大会で優勝・準優勝に輝いた

第 24回全国小学生陸上競技交流大会　岩手県大会の
男子走り高跳びで1m44cmの大会タイ記録で優勝した

Enokidaira Yoshiyuki

Nishidate  Daiki   /  Yuhi /  Kouki
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こ
れ
ま
で
の
自
己
ベ
ス
ト

を
大
幅
に
七
秒
更
新
す

る
快
心
の
走
り
で
、
県
中
学
校

新
人
大
会
一
年
女
子
一
五
〇
〇

㍍
で
出
場
七
十
七
人
中
、
第
二

位
に
入
賞
し
た
小
西
菜
奈
さ
ん
。

　

普
段
は
バ
ス
ケ
部
で
コ
ー
ト

を
駆
け
巡
り
、
陸
上
大
会
が
近

づ
く
と
特
設
部
の
陸
上
部
で
練

習
に
汗
を
流
す
。

　
「
前
半
は
第
二
集
団
で
自
分

の
ペ
ー
ス
を
守
り
な
が
ら
、

七
〇
〇
㍍
を
過
ぎ
た
時
点
で
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
る
自
分
の
レ
ー

ス
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
練

習
を
指
導
し
て
く
れ
た
久
保
優

寿
コ
ー
チ
、
家
族
の
お
か
げ
で

す
」
と
話
す
菜
奈
さ
ん
。
バ
ス

ケ
も
陸
上
も
楽
し
い
し
、
上
達

を
感
じ
る
と
う
れ
し
い
と
い
う
。

　

両
方
の
ク
ラ
ブ
を
受
け
持
つ

米
田
亜
希
子
先
生
は
「
菜
奈
さ
ん

の
強
さ
は
、
何
よ
り
も
努
力
を
怠

ら
な
い
謙
虚
さ
で
す
。
ご
両
親
も

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
」
と
目
を
細
め
る
。

　

あ
こ
が
れ
の
選
手
は
女
子
マ

ラ
ソ
ン
の
野
口
み
ず
き
選
手
。

「
明
る
く
、
い
つ
も
一
生
懸
命
な

と
こ
ろ
が
好
き
。
私
も
み
ん
な

を
勇
気
づ
け
る
走
り
が
し
た
い
」

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
飛
び
出
し
た
。

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
練

習
場
に
入
り
、
礼
に

始
ま
る
小
鳥
谷
五
月
館
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
、
稽
古
に
励

む
瀧
澤
玲
く
ん
。

　

十
月
五
日
に
二
戸
市
で
行
わ

れ
た
県
下
少
年
剣
道
選
手
権
大

会
で
小
学
校
四
年
男
子
の
部
で

勝
ち
上
が
り
、
堂
々
の
決
勝
進

出
。
決
勝
で
も
、
果
敢
に
攻
め

た
が
、
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

　
「
目
標
は
優
勝
す
る
こ
と

だ
っ
た
か
ら
、
悔
し
か
っ
た
。

け
れ
ど
仲
間
が
ず
っ
と
応
援
し

て
く
れ
て
、
練
習
ど
お
り
の
力

を
出
せ
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
」
と
大
会
を
振
り
返
る
。

　
「
個
人
戦
は
準
優
勝
だ
っ
た

け
ど
、
団
体
戦
は
一
回
戦
負
け
。

自
分
も
次
峰
戦
に
出
た
け
れ
ど

引
き
分
け
だ
っ
た
。
み
ん
な
と

勝
て
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」

と
団
体
戦
で
の
飛
躍
も
誓
う
。

　

五
月
館
で
二
十
四
年
間
指

導
を
続
け
る
仁
昌
寺
博
監
督

は
「
玲
く
ん
は
稽
古
を
休
ま
ず
、

ま
じ
め
に
一
生
懸
命
努
力
を
し

て
い
る
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

　

目
標
は
兄
の
凛
く
ん
。「
お
兄

ち
ゃ
ん
に
近
づ
き
た
い
」
そ
の

一
心
で
、
今
日
も
竹
刀
を
振
る
。

勇気を与える走り目指し

小西菜奈さん（奥中山中1年）

第12回岩手県中学校新人大会陸上競技大会
１年女子1500mで第 2位に入賞した

団体でも仲間と勝ちたい

瀧澤 玲くん（小鳥谷小 4 年）

第32回ライオンズクラブ県下少年剣道選手権大会
個人戦：小学校4年男子の部で準優勝した

Konishi Nana

Takisawa Rei
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贈
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
安
全
・
防
犯
活
動
に

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
秋
山
さ
ん
は
、

「
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
世
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、
事
件
・

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
わ

れ
わ
れ
大
人
が
環
境
づ
く
り
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
地
域
の

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
『
防
犯

ブ
ザ
ー
を
持
ち
歩
い
て
い
る
こ

と
』
が
抑
止
力
に
な
る
」
と
言

葉
に
力
を
込
め
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
対
す
る
貢
献

に
つ
い
て
「
町
の
商
工
会
長
を

務
め
、
私
自
身
も
遊
技
業(

パ
チ

ン
コ)

を
経
営
し
、
ど
ち
ら
も
地

域
と
と
も
に
あ
り
、
お
客
様
に

と
っ
て
安
心
・
安
全
な
地
域
で

あ
り
続
け
る
よ
う
な
『
ふ
る
さ

と
づ
く
り
』
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
や
孫
た
ち
に
引
き
継
ぐ
義

務
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
気
を

一
層
引
き
締
め
る
。

　

秋
山
さ
ん
の
会
社
の
社
訓
も

「
仕
事
を
通
じ
て
、
社
会
に
貢
献

し
ま
す
」
と
あ
り
、
ま
さ
に
地

域
社
会
と
共
に
歩
み
続
け
る
信

念
を
も
ち
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
り
、
事
件

や
事
故
の
な
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
贈

ら
れ
る
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

と
警
察
庁
の
「
防
犯
栄
誉
金
章
」

を
受
賞
し
た
二
戸
地
区
防
犯
協

会
連
合
会
副
会
長
の
秋
山
照
明

さ
ん
（
高
善
寺
野
田
）。

　

全
国
で
九
十
一
人
が
受
賞
、

岩
手
県
で
は
、
秋
山
さ
ん
一
人

が
受
賞
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
秋
山
さ
ん
は
、

「
こ
の
地
域
で
、
事
件
や
事
故
防

止
の
た
め
の
全
体
の
活
動
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
、
私
だ
け
が

頂
い
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
る
。

　

秋
山
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
町

内
に
防
犯
灯
の
設
置
を
推
進
し

「
夜
も
明
る
い
商
店
街
」
を
目
指

し
、
組
織
づ
く
り
、
関
係
団
体

と
の
協
調
に
よ
っ
て
、
明
る
い

街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、
二
戸
地
域
四
市
町
村

の
全
児
童
に
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」

を
寄
贈
す
る
な
ど
、
防
犯
活
動

を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

　
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」
は
、
今
で
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
小
学
生
が

携
帯
し
て
い
る
が
、
平
成
十
七

年
に
秋
山
さ
ん
が
提
案
し
、
寄

私たちは、地域とともにあるから

秋山照明さん（二戸地区防犯協会連合会副会長）

長年にわたる地域安全活動への尽力が評価され、
全国防犯協会連合会と警察庁から防犯栄誉金章を受けた           一戸人

きらり

Akiyama Teruaki

いちのへびと
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
十
月
二
十
三
日
か
ら
な

ぎ
な
た
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
も

の
で
す
。
第
一
回
目
の
教
室
は
、
約

六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
開
催
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
県
な
ぎ
な
た
連
盟
の
佐
藤
静

子
理
事
長
が
出
席
し
、
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
講
師
を
務
め
る
小
笠

原
智
子
先
生
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
サ
ン
ビ
レ
ッ
ヂ
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
坂
下
正
則
会
長
は

「
こ
れ
か
ら
、
町
民
が
親
し
め
る
な

ぎ
な
た
教
室
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

教
室
を
通
じ
て
、
良
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
将
来
は
こ
の
教
室
か
ら
招

致
を
目
指
し
て
い
る
国
体
に
選
手
が

出
場
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
き
、
参
加
者
は
体
育

館
に
移
動
し
、
な
ぎ
な
た
の
用
具
の

説
明
や
、
基
本
の
動
作
な
ど
実
技
を

交
え
て
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
米
田
哲
也
さ
ん
（
中
山

大
塚
）
は
「
何
も
か
も
初
め
て
で
し

た
が
、
楽
し
く
運
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し
み
で
す
」

と
流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
い
ま
し
た
。

　

教
室
は
毎
週
木
曜
日
の
午
後
六
時

半
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
見
学
も
自

由
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

美
し
い
立た
ち

居い

振ふ
る

舞ま
い

や
礼
儀
作
法
、

競
技
の
迫
力
に
注
が
れ
る
熱
い
視
線

実技を行う参加者たち。初めは慣れ
ない様子でなぎなたを持ちましたが、
次第に「エイ」と気合の入った声を
上げていました。

伝
統
の
武
道
を
学
ぶ
な
ぎ
な
た
教
室
に
町
内
外
六
十
人
が
参
加

　今日は、参加者の皆さんの取り組
もうとする熱意が感じられ、とても
楽しく過ごしました。また、なぎな
たを盛り上げようとする関係者のご
尽力にもとても感謝しています。や
ればやるほど魅力ある競技です。

　　　　　　　　　　
　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
学
校
公
開

「
学
校
へ
行
こ
う
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
子
供
達
の

授
業
の
様
子
を
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
地
域
の
学
校
で
あ
っ
て
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
参
観
に
際
し
て
の
安
全

確
保
な
ど
の
た
め
、
参
観
マ
ナ
ー
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
の

た
め
に
玄
関
で
受
付
を
し
て
、
目
印

の
リ
ボ
ン
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ス
リ
ッ
パ
な
ど
の
上
履
き
を
ご

持
参
の
上
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

町
内
全
校
を
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
公
開

平
成
二
十
年
度
学
校
公
開
「
学
校
へ
行
こ
う
」

学校名 参観時間 おもな学習（活動）　※記載のない時間は普通授業

一戸小学校 8:20 ～ 15:00
10:40 ～ 11:25　 伝 統 芸 能 鑑 賞 会「 宇 漢 米 太 鼓 」
13:50 ～ 14:35　道徳（全学級）
15:00 ～ 15:45　学年懇談会

鳥越小学校 8:40 ～ 15:30 10:30 ～ 11:30　図書祭り 午後 : 三世代交流会（未定）

一戸南小学校 8:45 ～ 15:10
11:30 ～ 12:15 　PTA 講演会
13:50 ～ 14:05　基礎定着学習タイム

鳥海小学校 8:35 ～ 14:40
10:40 ～ 12:15　三世代交流会
13:55 ～ 14:40　親子奉仕作業

小鳥谷小学校 8:45 ～ 15:30
10:25 ～ 11:20　町図書館読み聞かせ（１～ 4 年）
15:00 ～ 15:30　学年懇談会

奥中山小学校 8:15 ～ 14:45 10:25 ～ 11:20　読書祭り

一戸中学校 8:50 ～ 16:30
14:00 ～ 15:20　教育講演会「携帯電話について」
15:40 ～ 16:20　チャリティコンサート

鳥海中学校 8:15 ～ 15:15 13:25 ～ 14:15　講演会「効果的なダイエット」

奥中山中学校 8:50 ～ 15:00
  9:50 ～ 12:40　授業及び道徳公開
13:40 ～ 15:00　講演会「栄養バランスを考えよう」

◎
お
話
を
聞
き
ま
し
た

岩
手
県
な
ぎ
な
た
連
盟

佐
藤
静
子
理
事
長

小鳥谷中学校 8:45 ～ 16:10
14:50 ～ 16:00　講演会「県内の若者の就業・離職
状況と長く就業するための家庭の役割について」

一戸幼稚園 9:30 ～ 12:00 生活発表会

■ 11 月 29 日（土）

■ 11 月 30 日（日）

■ 12 月 6 日（土）
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本
年
度
の
学
校
保
健
・
学
校
安
全

文
部
科
学
大
臣
表
彰
に
一
戸
町
学
校

保
健
会
（
高
田
耕
会
長
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
長
年
に
わ
た

り
、
学
校
で
児
童
生
徒
の
健
康
管
理

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
学
校
保
健
会
は
、
一
九
七
一
年

設
立
さ
れ
、
心
身
と
も
に
健
康
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
幼
児
、
児
童
生
徒

の
育
成
を
目
指
し
、
研
修
や
健
康
教

育
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

近
年
で
は
、
学
校
と
保
護
者
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
健
康
教

育
活
動
が
全
国
的
に
評
価
さ
れ
、
町

内
の
学
校
が
健
康
教
育
推
進
学
校
表

彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
学
校
保
健
研
究
大

会
、歯
や
口
の
健
康
に
関
す
る
図
面
・

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

の
ほ
か
、
最
近
は
「
生
と
性
を
考
え

る
学
習
会
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
田
会
長
は
「
熱
心
な
学
校
関
係

者
と
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
に
支
え

ら
れ
た
『
結ゆ

い
』
の
精
神
が
長
く
続

き
、
そ
の
精
神
が
今
回
の
受
賞
に
結

び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
歯

科
医
師
会
や
薬
剤
師
会
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、心
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、

食
の
安
全
、
体
の
健
や
か
な
成
長
を

お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

喜
び
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

町からのお知らせ　                    News ＆ Information

学
校
と
保
護
者
、
地
域
の
三
者
一
体
の
活
動
で

長
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
康
に
尽
力

町
学
校
保
健
会
（
高
田
耕
会
長
）
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
に

　

町
立
奥
中
山
地
区
公
民
館
（
吉
田

豊
喜
館
長
）
が
、
第
六
十
一
回
優
良

公
民
館
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
を
拠
点
に
、
住
民
と
一
体

と
な
っ
た
自
然
を
生
か
し
た
取
り
組

み
が
大
き
く
評
価
さ
れ
、
全
国
で
は

五
十
六
館
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
で
は
、
日
常
的
な
活
動

と
し
て
は
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
教
室
や

雪
や
寒
さ
を
活
用
し
た
交
流
活
動
、

積
極
的
な
住
民
の
取
り
組
み
に
大
き
な
評
価

奥
中
山
地
区
公
民
館
が
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

各
種
講
座
、
高
齢
者
の
交
流
の
場
や

学
び
の
場
で
あ
る
オ
パ
ー
ル
大
学
校

な
ど
を
展
開
し
、文
化
祭
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
色
あ
る
取
り

組
み
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
か
ら
開
始

し
た
「
夢
灯
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
毎
年
一
月
下
旬
の
三
日
間
、

駅
前
通
り
を
中
心
に
約
二
百
世
帯
、
約

六
百
人
が
参
加
し
、
雪
像
二
百
二
十
基

余
り
を
設
置
し
、
そ
の
上
に
乗
せ
た
氷

製
の
バ
ケ
ツ
の
中
に
ろ
う
そ
く
を
と

も
し
て
彩
る
も
の
で
す
。

　

駅
前
通
り
に
は
、
幻
想
的
な
風
景

が
広
が
り
、
今
で
は
冬
の
奥
中
山
の

風
物
詩
と
し
て
町
内
外
に
も
定
着
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
で
地
域
の
活
性
化
や
交
流
人

口
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
館
長
は
今
回
の
受
賞
に
「
何

よ
り
も
地
域
住
民
の
活
動
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
活
動
を
続
け
な
が
ら
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

表彰状を手に喜びの表情の高田耕会長（県立一戸病院院長）

表彰状を手にする奥中山地区公民館の市橋泰三生涯学習指導員
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平成 19年度の普通会計歳入
　平成 19 年度の普通会計歳入額は、前年度に比べ 2 億 8,863 万円増
えています。自主財源（町が自ら確保できる財源）の額は 23 億 9,203
万円で、前年度に比べ 1 億 6,081 万円、依存財源（県や国からもらう
財源）も 1 億 2,782 万円増えています。
　自主財源が増えた主な理由は、繰越金が前年度に比べ 8,517 万円増
えたことが影響したものです。依存財源が増えた主な理由は国庫支出
金（国からの補助金）が 3 億 2,751 万円増えたためです。

自主財源 30.8%
町税 13 億 3,644 万円（17.2%）
諸収入 4 億 4,850 万円（5.8%）
繰越金 3 億 1,194 万円（4.0%）
使用料・手数料 1 億 5,665 万円（2.0%）
繰入金 6,265 万円（0.8%）
財産収入 3,891 万円（0.5%）
その他 3,694 万円（0.5%）

依存財源 69.2%
地方交付税 32 億 4,788 万円（41.7%）
町債 6 億 6,560 万円（8.5%）
国庫支出金 6 億 4,365 万円（8.3%）
県支出金 5 億 1,656 万円（6.6%）
その他 3 億 2,831 万円（4.1%）

ま
ち
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
十
九
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
九
月
議
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
事
業
と
し
て
は
﹁
都
市
計

画
街
路
事
業(

受
託
事
業)

﹂
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
見
込
み
で
す
。

そ
の
た
め
一
層
の
経
費
の
削
減
や
、
事
業
の
厳
選
・

効
率
的
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

◎普通会計＝一般会計と土地取得特別会計の純計から介護サービス事業
　　　　　　( 特別養護老人ホーム ) に係る経費を除いたもの

平成 19 年度の大きな事業である都市計画街路事業 ( 平成 20 年 10 月 24 日撮影 )

普通会計歳入＝ 77 億 9,403 万円

町税（17.2%）

諸収入（5.8%）

繰越金（4.0%）

使用料・手数料（2.0%）

繰入金（0.8%）

財産収入（0.5%）

地方交付税（41.7%）

町債（8.5%）

国庫支出金（8.3%）

県支出金（6.6%）

その他（4.1%） 歳入

使用料・手数料（2.0%）
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平成 19年度の普通会計歳出
　平成 19 年度の普通会計歳出額は、前年度に比べ 3 億 4,178 万円増
えています。歳出内訳を目的別にみると、額の大きい順では、民生費

（社会福祉の経費）、公債費（借入金の返済）、総務費（総務管理、徴税、
戸籍住基、選挙、統計にかかる経費）、教育費（学校や社会教育の経費）
…と続きます。
　性質別では、人件費の割合が 18.2％で最も高く、次いで物件費
17.4％、公債費 16.9％、補助費等 10.7％と続きます。

民生費
障害者自立支援給付費 2 億 5,173 万円
保育所運営委託費 8,802 万円
各種医療費給付費 6,749 万円
総務費
地方バス運行費補助金 4,094 万円
情報インフラ整備事業 7,370 万円
財政調整基金積立金 1 億 6,045 万円
教育費
小鳥谷小学校大規模改造
事業設計等委託費

530 万円

農林費
新いわて農業担い手支援
総合対策事業費補助金

2,536 万円

県営畑地帯総合整備
事業費負担金

4,935 万円

土木費
町道新設改良費 2 億 1,449 万円
都市計画街路事業 1 億 0,967 万円
衛生費
各種検診委託費  5,829 万円
災害復旧費
公共土木施設災害
復旧事業

4 億 8,943 万円

消防費
消防施設整備事業費  965 万円

(　) は対前年比 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度
一般会計 76 億 4,642 万円 ( ▲ 7.0% ) 71 億 9,330 万円 ( ▲ 5.9% ) 75 億 3,509 万円 (4.8%）

国民健康保険事業 17 億 3,758 万円 (9.4% ) 18 億 0,931 万円 (4.1% ) 19 億 5,795 万円 (8.2% )

索道事業 7,664 万円 ( ▲ 3.9% ) 6,176 万円 ( ▲ 19.4% ) 7,705 万円 (24.8% )
老人保健 16 億 9,809 万円 ( ▲ 0.7% ) 15 億 4,969 万円 ( ▲ 8.7% ) 15 億 0,817 万円 ( ▲ 2.7% )
土地取得 1,387 万円 (2927.7% ) 35 万円 ( ▲ 97.4% ) 238 万円 (573.2% )
工業団地事業 656 万円 ( ▲ 69.9% ) 647 万円 ( ▲ 1.4% ) 639 万円 ( ▲ 1.2% )
農業集落排水事業 8,001 万円 ( ▲ 2.0% ) 7,539 万円 ( ▲ 5.8% ) 6,619 万円 ( ▲ 12.2% )
下水道事業 4 億 8,564 万円 ( ▲ 37.6% ) 4 億 5,129 万円 ( ▲ 7.1% ) 3 億 7,074 万円 ( ▲ 17.8% )
個別生活排水事業 1,155 万円 ( ▲ 5.3% ) 1,444 万円 (25.0% ) 2,522 万円 (74.7% )
国営土地改良施設管理 2,315 万円 ( 皆増 ) 3,962 万円 (71.1% ) 5,223 万円 (31.8% )
水道事業会計 6 億 6,200 万円 (5.6% ) 6 億 3,322 万円 ( ▲ 4.3% ) 7 億 4,415 万円 (17.5% )
歳出合計 124 億 4,151 万円 ( ▲ 5.2% ) 118 億 3,484 万円 ( ▲ 4.9% ) 123 億 4,556 万円 (4.3% )

平成 19 年度決算状況

普通会計歳出＝ 75 億 3,524 万円

民生費 (20.7% )

公債費 (17.0% )

総務費 (13.4% )教育費 (10.5% )

農林費 (8.7% )

土木費
(7.8% )

衛生費
(7.8% )

そ の 他
(14.1% )

歳出

(　) は対前年比

普通会計歳出内訳（目的別）
民生費　15 億 6,274 万円 (20.7% ) 農林費　 6 億 5,489 万円 (8.7% )
公債費　12 億 7,728 万円 (17.0% ) 土木費　 5 億 9,011 万円 (7.8% )
総務費　10 億 0,883 万円 (13.4% ) 衛生費　 5 億 8,465 万円 (7.8% )
教育費　 7 億 9,236 万円 (10.5% )　 その他　10 億 6,438 万円 (14.1% )
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あなたのふるさと
「いちのへ」を応援してください

１．寄附の方法
　役場総務課にご連絡（電話・FAX・メール）いただければ、一戸町寄附金納付

申出書と返信用封筒をお送りします。町のホームページ（※右下参照）からも、

請求いただけます。寄附金の額や、寄附金の使途の希望、納付方法など、必要事

項を記入し、同封の返信用封筒により返送ください。納付方法は次のとおりです。

①　現金納付

②　口座振込（振込手数料はご負担願います）

③　専用納付書による納付（全国の郵便局）（振込手数料なし）

④　専用納付書による納付（一戸町指定金融機関等）（振込手数料なし）

２．住民税の寄附金税額控除
　住民税の寄附金の税額控除を受けるためには、税務署への確定申告か、確定申

告が不要な方は、お住まいのある市区町村役場へ寄附金税額控除申請書の提出が

必要になります。

　どちらの場合も、寄附金の領収書が必要になりますので、領収書を紛失しない

ようにご注意ください。（領収書の再発行はできません。）

３．寄附金税額控除額の計算方法
　住民税の寄附金控除の計算方法（①と②の合計額が税額控除の対象となります）

①　（地方公共団体に対する寄附金－５千円）× 10％

②　（地方公共団体に対する寄附金－５千円）×（90％－ 0 ～ 40％）

　※②の額については、個人住民税の所得割の１割が限度となります。

　※対象となる寄附金は、地方公共団体に対する寄附金以外の寄附金と合わせて、

　　　総所得金額等の 30％が上限となります。

４．モデルケース
　家族４人（夫婦＋扶養者２人（うち１人は大学生））の給与所得者で、３万円を

寄付した場合では次のようになります。
給与収入 8,000,000 円 7,000,000 円 5,000,000 円
住民税の課税所得 3,760,000 円 2,960,000 円 1,520,000 円
住民税の所得割額 375,500 円 293,500 円 135,500 円
住民税の寄附金控除額 20,000 円 22,500 円 16,100 円
所得税の寄附金控除額 5,000 円 2,500 円 1,300 円
所得税の税率 20％ 10％ 5％
寄附金控除の合計額 25,000 円 25,000 円 17,400 円

　町では、ふるさと納税制度を活用した寄附金を募集しています。みなさまからの寄
附金は、まちが行う事業の財源として活用させていただきます。
　「ふるさと納税」制度とは、ふるさとを応援したい、ふるさとに貢献したいという
思いを、その地方公共団体へ寄附金という形で表したときに、現在住んでいる市区町
村で支払う住民税や所得税が軽減されるものです。ぜひ、一戸町にご寄附いただき、
ふるさとを応援くださいますようお願いします。

ふるさと納税のお問い合わせは
〒 028-5311    岩手県二戸郡一戸町
　　　　　　高善寺字大川鉢 24-9

一戸町役場　総務課
（ふるさと納税担当）

電話：0195-33-2111（内線 205）
FAX：0195-33-3770
ichinohe@town.ichinohe.iwate.jp
※ホームページアドレスは
http//:www.town.ichinohe.iwte.jp/
soumu/furusato/furusato.htm

ふるさと納税制度
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会場 日時 場所

奥中山地区公民館 11 月 27 日　午前 10 時～ 1 階和室

小鳥谷地区公民館 11 月 27 日　午後 1 時半～ 1 階研修室

鳥海地区公民館 11 月 28 日　午前 10 時～ 1 階和室

町民文化センター 11 月 28 日　午後 3 時～ 1 階講座室

デマンド交通の愛称が

決まりました

説明会日程

柴田明宏さん（鳥越） の応募作

先
月
号
の
広
報
で
募
集
し

て
い
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通

の
愛
称
が
「
い
く
べ
号
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
鳥
越

の
柴
田
明
宏
さ
ん
、
応
募

総
数
二
十
六
点
で
し
た
。

予約電話番号は
33－3000

路
線
バ
ス
に
関
す
る
お
問
い
合
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せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
十
二
月
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れ
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ど
お
り
運
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す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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みなさんの地域、
職場の楽しい話題の

　情報をお待ちしています。
広報担当33-2111（内線 207）
までお気軽にご連絡ください。 まちの話題

■まちに大きな善意…有限会社勝商事（飲食店つぼ八経営）の勝又和彦代表取締役は、
　10 月 31 日、一戸町役場を訪れ、川又博社会福祉協議会長に 10 万円の寄附を行いま
　した。これは勝又さんが主催する 10 月 26 日に行われたつぼ八グループのチャリティー
　ゴルフコンペの収益金を町の福祉事業に役立ててほしいと寄附したものです。この寄
　附金は、町の福祉に役立てられます。関係者の皆様、大変ありがとうございました。

今年の王者は一戸野球スポ少 !!

　平成 20 年に計 4 回開催された県大会で優勝した 4 チー
ムによるトーナメント戦を行うスポーツフェスティバル
2008 の学童軟式野球の部が 10 月 13 日の体育の日、岩手
県営球場で行われました。
　スポ少大会優勝チームとして参加した一戸野球スポーツ
少年団は第 1 試合でけんじワールド杯を制した見前タイ
ガース（盛岡市）と試合を行い、３対 2 で接戦を制しました。
　決勝戦では、高円宮賜杯で優勝し全国大会に出場した渋
民野球スポーツ少年団（盛岡市）と対戦、決勝戦も 2 対 1
と接戦を制し、昨年に続き 2 年連続で王者に輝きました。

スポーツフェスティバル2008で優勝飾る

決勝戦を終え、スタンドにあいさつを行う選手たち。

鉄道の町いちのへ、発車オーライ !

　特定非営利活動法人（NPO 法人）カシオペア連邦地域
づくりサポーターズ（湯川秀俊代表）が主催する一戸鉄道
フェスティバルが 10 月 4・5 日の両日、コミュニティセ
ンターで行われ、約 1,200 人が訪れました。
　このフェスティバルでは、小原孝郎さん（一戸北館）が
制作した一戸機関区のジオラマや東北本線の航空写真、東
北本線で最大の難所とされた奥中山の峠を蒸気機関車３両
で走行した「三重連」の DVD の上映なども行われました。
　スタッフが国鉄時代の制服を着て解説を行い、参加者は
あらためて鉄道の町一戸の歴史や魅力を感じていました。

一戸鉄道フェスティバルに多くの参加者

転車台が回転し、汽笛などの音も聞こえる転車台ジオラマに興味津々。

「わがまちを花で埋
う ず

めよう」が合言葉

　地域住民全体の総意工夫で緑化・美化を推進し、美しく
豊かな安らぎあるまちづくりを目的に町内の 99 団体が参
加して行われた第 25 回花だんコンクール表彰式が、町民
文化センターで 10 月 16 日に行われました。
　コンクールは花の配色や花だんの管理状況などの項目で
審査を行い、写真審査で 29 団体を選考し、その団体を対
象に 9 月 8 日に現地審査を行いました。
　今回、最優秀賞を受賞した小鳥谷駅を守る会の斉藤チヤ
子さんは「夢みたいです。今後も会の皆さんと楽しみなが
ら続けていきたいです」と喜びの声を語りました。

大きな節目、第25回花だんコンクール表彰式

最優秀賞を受賞した小鳥谷駅を守る会（澤村義男代表）の花だん。
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資源の有効活用を地域で実践開始

　ごみ集積所を利用している奥中山地区 33 世帯で組織す
る「大塚中央環境協議会（土橋生身代表）」では、ごみ集積
所を新設したことを機に、生ごみをコンポスターで堆肥化
して花だんの肥料に活用しようという試みを行っています。
10 月 30 日にはコンポスター販売会社の永薬品商事の社員
を講師に招き、生ごみを堆肥化するための基本的な手順な
どを学びました。
　すでにコンポスターを使用している家庭もあり、地域内
の世帯が足並みそろえて堆肥化を上手に進め、花で囲まれ
た美しいごみ集積所づくりを目指しています。

奥中山地区で生ごみ活用講習会

生ゴミ発酵促進剤を手に説明を行う講師とそれを熱心に聞く地域住民。

元気でね、またこの川で会おうよ

　一戸南小学校では 10 月 7 日、1・2 年生の児童 35 人が
学校近くの馬淵川でイワナとヤマメの放流を行いました。
　この日はとても肌寒い日でしたが、児童たちは元気いっ
ぱい。放流する前に、上馬淵川漁業協同組合の方から、循
環する水の話を聞き、水や環境を大切にする気持ちを新た
にして、放流を行いました。
　南小学校の児童が放流したのは、ヤマメとイワナの稚魚
約 25㌔、放流を終えた小野寺亮太くん（2 年）は、「今日
放流した魚たちが、これから大きくなって元気に暮らせれ
ばいいなあ」と水

み な も

面を見つめていました。　

一戸南小学校で児童がイワナとヤマメを放流

「元気で、また会おう」稚魚に話し掛ける児童の姿がありました。

秋のグラウンドに響く歓声 !!

　秋の気配が深まる 10 月 5 日、旧姉帯小学校グラウンド
で第 51 回町民体育大会姉帯地区大会が行われました。
　この日は、元気な姉帯地区の老若男女が、趣向を凝らし
た「いっぷくレース」や「おしどり玉入れリレー」など、
19 種目で競い、交流を深めました。
　参加した工藤ミツさん（姉帯馬場）は「今日は久しぶり
にお天気も良く、近所同士でも、普段はなかなかゆっくり
と顔を合わせる機会が少ないので、皆さんの元気な顔を見
て楽しく過ごしています」と笑顔で選手たちに声援を送り、
交流を深めていました。

笑顔広がる第 51回町民体育大会姉帯地区大会

手を使わずパンを取る「父ちゃんのいっぷくレース」父ちゃん、がんばれ～ !

高原の風に吹かれて…モ～帰ろう

　秋晴れの空が広がる 10 月 21・22 日の両日、高森牧野
の退牧作業が行われました。10 月 21 日は黒毛和種の繁殖
牛約 70 頭と乳用育成牛約 25 頭が退牧し、22 日は数 17 戸
の短角牛が親子で約 60 組が退牧しました。
　例年、10 月下旬に短角牛の子牛市場が開催され、今年
の 3 月から 5 月ころにかけて産まれた子牛が、繁殖素牛や
肥育素牛として上場されます。秋の深まりとともに、この
市場開催時期に合わせて退牧が行われます。短角種はここ
数年、健康志向や安全安心な農畜産物などの視点から消費
者に高く評価されており、需要が高まっています。

秋空の下、奥中山高原で行われた牛の退牧

豊かな自然環境に囲まれた高森牧野を退牧する乳牛。
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ぼくとわたしの作品展
摺糠保育所のお友達が、奥中山地区公民館の文化祭に出品した作品を紹介します

♬西舘瑛
えい

太
た

くん（4 歳・すみれ組）

散歩して、木の枝を拾って作ったいもむ
し。お父さん、お母さんに見せたいな。

町
の
文
芸

♬坂本壮
そう

太
た

くん（5 歳・たんぽぽ組）

折るのが難しかったけど、ハロウィンの
かぼちゃを折り紙で、上手にできたよ !!

♬瀧澤文
ぶん

冴
ご

くん（6 歳・ひまわり組）

絵の具を糸につけて引っ張り、めがねの
ような模様がきれいにできたよ。

短　

歌

俳　

句

※中央の模様は、柴田外男広報編集委員（中山大塚）がデザインしました
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問
題
や
悩
み
も
一
度
自
分
で
考
え
、
出
し
た
答
え
を
も
と
に
先
輩
に
相
談
し
た
い
︒

そ
し
て
、
技
術
力
を
習
得
し
、
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
工
事
を
担
当
し
て
み
た
い
︒

先月号当選者は、女鹿昌子さん（高善寺古舘平）、柴田妙子さん（鳥
越滝ノ沢）、岡田洋子さん（高善寺蒼前久保）。おめでとうございます。

～一戸町共通商品券～（1,000 円分）３人にプレゼント！

◎
広
報
ク
イ
ズ
で
す
。

問
題　

全
国
消
防
操
法
大
会

に
初
出
場
し
、
入
賞
を
果
た

し
た
一
戸
町
消
防
団
第
二
分

団
第
一
部
、
そ
れ
は
何
賞
？

「○
○
賞
」

　
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
︵
学
校
名
・

学
年
︶、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
０
２
８
l
５
３
１
１　
　

　

一
戸
町
高
善
寺
字
大
川
鉢

24　
l
９
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
。

︵
十
一
月
二
十
八
日
締
切
り
︶

※
余
白
に
町
政
へ
の
提
言
な

　
ど
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

11 月に 1 歳を迎える赤ちゃんの写真を募集 !! ご希望の方は 10 月 31 日までに広報までご連絡願います

　

高
梨
さ
ん
が
こ
の
仕
事
を
志

し
た
の
は
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生
ま
れ
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た
山

形
県
で
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育
ち
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自

然
環
境
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

　

地
元
の
高
校
進
学
後
、
大
学

の
農
学
部
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進
学
、
農
業
土
木

を
学
び
、
今
の
道
へ
と
進
ん
だ
。
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さ
ま
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ま
な
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械
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資
料
な
ど
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に
目
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入
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念
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た
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梨
志
健

さ
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は
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今
年
、
仙
台
市
か
ら
町

に
転
勤
し
て
き
た
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道
路
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下
に

水
道
管
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す
工
事
な
ど
で
現

場
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写
真
撮
影
や
資
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整
理
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ど
の
補
助
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担
当
し
て
い
る
。

高
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志
健
さ
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た
か
な
し
・
ゆ
き
と
し

　
　 

東
北
農
政
局
馬
淵
川
沿
岸

　
　  

農
業
水
利
事
業
所
勤
務
　  

24
歳

見
る
こ
と
が
と
て
も
勉
強
に
な

る
」
と
話
す
高
梨
さ
ん
。

　
「
問
題
や
悩
み
も
一
度
自
分
で

考
え
、
出
し
た
答
え
を
も
と
に
先

輩
に
相
談
し
た
い
。
そ
し
て
、
技

術
力
や
専
門
知
識
を
習
得
し
、
早

く
一
人
前
に
な
っ
て
工
事
を
担

当
し
て
み
た
い
」
と
仕
事
へ
の
意

気
込
み
を
話
し
て
く
れ
た
。

Q
趣
味
は
？
｜
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

　

今
か
ら
冬
が
楽
し
み
で
す
。

★
一
等
星

広報クイズ

内村 凛
りん

ちゃん
（小友山井）

平成19年 8月 20日生まれ
お父さん　幸男さん

お母さん　コンキムホアさん
お父さん、お母さんから一言
元気でお友達たくさんつくってね

坂本 悠
ゆう

人
と

ちゃん
（中山大畑）

平成19年 9月 7日生まれ
お父さん　亮太さん
お母さん　由美子さん

お父さん、お母さんから一言
元気に育ってね☀

一歳にな たよ
っ

♪ ♪

一歳にな たよ
っ

♪ ♪

西舘 愛
あい

來
ら

ちゃん
（奥中山西田子）

平成19年 9月 11日生まれ
お父さん　祐太さん
お母さん　しおりさん

お父さん、お母さんから一言
元気に優しく育ってね♥

村井 瑞
みず

歩
ほ

ちゃん
（一戸田中）

平成19年 7月 17日生まれ
お父さん　文男さん
お母さん　真由美さん

お父さん、お母さんから一言
明るく元気な子になってね♪
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総合保健福祉センターだより

32-3700　保健係・福祉係・児童係地域包括支援センター

『助けての小さなサイン受け止めて』
11 月は児童虐待防止推進月間です

　虐待は家庭という密室で起こるできごとで、家族だけの問題と片付けられがち

なため、周りの人が口出ししにくいかもしれません。しかし、発見が遅れて手遅

れになることもあります。なぜ、虐待がおこるのか、その背景を考えてみましょう。

○子どもたちは自ら訴えられません。
　子どもは虐待されても、訴えることがなかなかできません。

　どんな仕打ちを受けても、人に訴えることでさらにひどい仕打ちを受けること

になったり、親に見捨てられないかとおびえている場合もあります。虐待される

のは「自分が悪いせいだ」と信じている子どももいます。

　虐待を受けていると思われる子どもたちのサインを周囲が早くキャッチし、援

助の手に結びつけなければなりません。 

○親も悩んでいるかも知れません。
　虐待をする親はひどい親だと思ってしまいがちですが、親自身も子どものころ

に自分の親に虐待を受けた経験があって苦しんでいたり、生活苦や子育て、家庭

の問題で悩んだり、地域で孤立していたりするケースもあります。そのストレス

を子どもに向けていることも多いのです。親を責めるだけでは、決して虐待の解

決にはなりません。虐待は親自身からの SOS であることも少なくありません。

○気が付いたらすぐに連絡を！
　虐待でなかったら、どうしようという不安を感じる必要はありません。早けれ

ば早いほど子どもや家族の痛手が軽くて済むのです。ひとりで悩まず総合保健福

祉センターや児童相談所などに連絡してください。一方的に親や子を責めないで、

早期に援助の手を差しのべましょう。あなたの気づきが子どもたちを救います。

◎「生活習慣病予防講演会」　希望者は、11 月 25 日まで上記までお申し込みください。
　岩手医科大学の講師２名による講演会を開催。多数の参加をお待ちしています。
■期日：11 月 28 日　■時間 14：00 ～ 15：30　■場所：介護予防拠点施設お達者かぁ～ん
■講演内容　「生活習慣病予防・メタボリックシンドローム」など 

 

保健カレンダー

乳児・１歳児健診　
・12 月   2 日㈫ 　13:00 ～　保セン
１歳 6 ヵ月児健診

・12 月   9 日㈫ 　13:00 ～　保セン
2 歳 6 ヵ月児歯科健診

・11 月 27 日㈭ 　13:00 ～　保セン
ＢＣＧ予防接種

・11 月 17 日㈪　13:00 ～　保セン
いちのへいきいきフェスタ 2008

・11 月 22 日㈯ 10:00 ～文セン
すこやか広場（おいでおいでと合

同開催）

・12 月　4 日㈭　10:30 ～　保セン
「親子で遊ぼう」澤谷先生

※希望者は、上記まで申し込みく
　ださい。
◎現在、メタボ・ヘルスアップ教
　室を開催しています。対象者に
　は案内通知が送られていますが、
　これからの参加でもよろしいの
　で希望者はご連絡ください。
※詳しくは総合保健福祉センター
　（32-3700）まで

おいでおいで

・12 月　4 日㈭ 10:00 ～保セン
・こころの悩み事相談：必要に　
より専門医が相談に応じますので
ご相談ください。

・助産師が妊産婦・新生児など　
の家庭訪問を行ってます。

税務町民課だより

33-2111　内線123　税務町民課　課税係

固定資産税について
・償却資産の申告について平成 20 年の税制改正において

耐用年数省令の見直しが行われ、減価償却資産の耐用年

数表が大きく変更されました。特に機械及び装置につい

ては390区分を55区分へ見直す全面改正となりました。 

　固定資産税（償却資産）においては、決算期に関係なく、

既存分を含めて、平成 21 年度分の固定資産税から改正

後の耐用年数が適用となります。そのため、一品ごとに

改正後の耐用年数に修正して申告する必要があります。 

また、平成 21 年度評価額は資産の取得時にさかのぼっ

て改正後の耐用年数を用いて再評価するのではなく、平

成 20 年度の評価額に改正後の耐用年数に応じた減価残

存率を乗じての計算となりますのでご注意ください。

　※申告用紙などの配布は、平成 20 年 12 月中旬を予定

　　しています。

・家屋の異動があった場合の届出について、登記されて

　いない家屋の所有者が変更になった場合や家屋を取り

　壊した場合には税務町民課に届出ください。登記され

　ている家屋については、法務局で異動の登記が完了す

　れば届出の必要はありませんが、登記が年内に済まな

　い場合には、税務町民課へ届出ください。届出がない

　と、旧所有者や取り壊した家屋に翌年度も固定資産税

　が課税されます。詳しくは上記にお問い合わせください。
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本を読んで初めて泣いた日。本がもっと読みたくなった（平成 19 年度読書推進標語奨励賞作品）

今日は読書びより

『防災　なぜなぜおもしろ読本』
防災広報研究会編、 山海堂 2001 年

　まだ記憶に新しい 6 月、7 月の大地震。「マグニチュードっ
て何？」や「備えておきたい防災用品は？」など、多くの災
害に関してＱ＆Ａ形式で説明した本です。

町の情報ステーション 「ものづくりの力」

　国内外から高い評価を受ける日本のものづくりの技。
その土地に伝わる伝統の手仕事や、日本が誇る製造業で
の技術や職人に関する本を集めました。

こどもの本の特集は「アート」

　芸術の秋です。絵を描く、工作で何かを作る、芸術家
の作品をみるなど、今月は図画工作の本を集めました。

▼図書館今月のイベント情報

・リーブルシネマ　　　　　11 月 16 日㈰　14:00 ～
　対象：一般　「次郎物語」119 分
・とことこおはなし会　　　11 月 18 日㈫　11:00 ～
　対象：3 ～ 5 歳児　
・としょかん映画会　　　11 月 22 日　㈯ 11：00 ～
　幼児～小学生を対象
　「ちいさなバイキングビッケ・火山島探検」約 25 分

新刊紹介

　浄法寺・天台寺の日曜法
話を完全収録。多い日には
1 万人もの参加者が訪れる
著者の日曜法話。
　著者が “ 愛した味 ” の二
戸市の食事処もカラーで紹
介します。

　“ メタボ ” という言葉が
飛び交う世の中。マラソン
のトップ指導者が、靴選び
からペース配分・フォーム
まで基礎から徹底指導し、
ケガをしない長続きのコツ
を紹介します。

運動公園だより

33-4444年中無休（年末年始は除く） 　開園時間9：00～21：00

図書館だより

31-1400　休館日11月17・25日、12月1・8・15日　開館時間火～金10:00～19:00　土日祝9:00～18:00

部　門 優勝者名 所　属 部　門 優勝者名 所　属 部　門 優勝者名 所　属
小 1 男 西舘　勇陽 一戸南小 小 3 女 高田　莉子 奥中山小 小 6 男 清川　航矢 一戸南小
小 1 女 苗代幅奈実 鳥海小 小 4 男 上山　侑大 奥中山小 小 6 女 前野　茉那 奥中山小
小 2 男 西舘　洸希 一戸南小 小 4 女 山岡　美穂 奥中山小 中学女 山岡江利子 奥中山中
小 2 女 三浦　真桜 一戸南小 小 5 男 湊　　英成 一戸小 一般男 高田　圭一 一戸町陸協
小 3 男 大橋　　光 一戸小 小 5 女 大欠　侑奈 奥中山小 一般女 小野　香織 三愛学舎

部　門 優勝チーム名 部　門 優勝チーム名

小学校男子 南小ミラクルモンキーズ（一戸南小）
（清川航矢、小井田渓人、根口龍馬、西舘大輝） 中学校女子 一戸中学校

（鈴木優、町田識華、山下陽香、稲葉聖奈）

小学校女子 奥中山小学校女子Ａ
（釜石歩、前野茉那、西舘美紀、山岡美穂） 一般 いちのへランナーズ

（高田圭一、釜石裕也、山走光弘、穴久保浩明）
中学校男子 一戸中学校（八前勝、西野航太、平野皓、中瀬薫）

最高の秋晴れに流す汗美しく

第 33 回町民ロードレース大
会／第 35 回町民駅伝競走
　10 月 18 日（ 土 ） に 同 日 開 催
された標記大会は、ロードレース
350 人、駅伝競走 55 チーム（総
勢 400 人以上）の参加者が町総合
運動公園で気持ち良さそうに秋風
を切り、健脚を競い合いました。

▲「元気に走り抜くことを誓いま
　す！」と力強い選手宣誓を行っ
　た奥中山小学校 6 年觸澤健君

▲中央奥で走るのは全国高校駅伝
　に出場する一関学院陸上部 3 年
　の遠藤広樹さん（一戸中卒）

▲汗と感動を一本のタスキにこめ
　て一斉にスタートする選手たち
　（駅伝競走）

【各部門優勝者：ロードレース大会】

【各部門優勝チーム：駅伝競走】

『寂聴あおぞら説法４』　
瀬戸内　寂聴著、　光文社刊

『知識ゼロからのウォーキング入門』

小出義雄著、　幻冬舎刊
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町　　勢
スケッチ

一戸町長
稲葉　暉

人
く
ら
い
は
鉄
道
員
の
家
族
、
子
弟
で
あ
っ

た
と
思
う
。
そ
れ
ほ
ど
、
一
戸
町
は
鉄
道
一

色
の
町
で
あ
っ
た
。
正
確
な
数
は
調
べ
て
い

な
い
が
、
一
戸
駅
の
駅
務
、
機
関
区
、
保
線

区
な
ど
併
せ
て
数
百
人
の
人
が
働
い
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
当
時
は
一
家
族
の
構
成
員
は
少
な

く
て
も
五
人
は
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の

数
百
人
に
五
人
を
掛
け
る
と
数
千
人
の
国
鉄

関
係
者
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
大
変
な
活
性

化
の
源
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
購
買
力
だ
け

で
も
多
額
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
で
国
鉄
全
盛
期
の
一
戸
町

を
思
い
起
こ
す
良
い
契
機
に
な
っ

た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
っ
た
。

　

後
日
、
企
画
関
係
者
の
方
々
の

訪
問
を
受
け
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
大
成
功
で
あ
っ
た
の
で
、
多

く
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
臨
み
た
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
せ
っ
か
く
の
展
示
物
が
散
逸
し

て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
遊
休

施
設
を
生
か
し
て
ミ
ニ
ミ
ニ
鉄
道
博
物
館
を

作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
か
、
一
戸
機
関
区
に

在
籍
し
て
い
た
Ｄ
51
が
、
た
っ
た
一
台
現
存

し
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
確

保
で
き
な
い
か
と
か
、
電
気
機
関
車
の
古
い

タ
イ
プ
で
愛
称
「
金
太
郎
」
も
つ
い
で
に
確

保
し
た
い
と
か
の
話
で
あ
っ
た
。

　

鉄
道
関
係
者
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の
熱
気
は
も
の

す
ご
い
。正
夢
に
な
る
も
の
も
あ
る
と
感
じ
た
。

　

先
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
っ

た
。
土
曜
日
、
日
曜
日
の
両
日
で

千
二
百
人
近
い
人
を
集
め
た
よ
う

で
あ
る
。

　

世
間
に
は
、
い
わ
ゆ
る
鉄
道

フ
ァ
ン
な
る
人
が
思
っ
た
よ
り
多

く
い
る
も
の
だ
、
と
あ
ら
た
め
て

認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
ん
で

も
、
大
宮
市
に
Ｊ
Ｒ
の
鉄
道
博
物

館
が
で
き
て
、
す
で
に
百
八
十
万
人
も
の
人

が
入
場
し
て
い
る
と
い
う
。
予
想
の
倍
の
数

で
あ
る
ら
し
い
。
同
じ
傾
向
が
岩
手
県
に
も

あ
っ
た
の
か
と
も
思
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
一
戸

町
で
開
く
鉄
道
関
連
の
催
し
事
に

こ
れ
ほ
ど
の
人
は
集
ま
ら
な
い
。

や
は
り
、
一
戸
町
の
鉄
道
の
歴
史

が
懐
か
し
く
て
会
場
を
訪
れ
た

人
々
も
た
く
さ
ん
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
、
会
場
で
お
会
い
で
き
た
人
の
中
で

父
親
が
国
鉄
マ
ン
で
一
戸
に
勤
め
て
い
て
、

今
は
も
う
父
親
も
い
な
い
が
、
無
性
に
一
戸

に
行
き
た
く
な
っ
て
家
族
で
来
ま
し
た
、
と

言
う
方
も
い
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
企
画
に
は
、
町
在
住
の
元

鉄
道
員
の
人
た
ち
が
大
勢
参
加
し
て
い
た
。

パ
ネ
ル
の
も
と
に
な
る
写
真
を
捜
し
出
し
た

り
、
ジ
オ
ラ
マ
（
縮
小
模
型
）
で
機
関
区
を

再
現
さ
れ
た
り
と
活
躍
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
一
ク
ラ
ス
五
十
人

近
く
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
一
割
の
五

鉄道フェスティバルの盛況

指名手配被疑者の摘発にご協力を

指名手配被疑者捜査月間

　全国の犯罪情勢が依然として厳しい中、
平和な市民生活を確保するためには、凶悪
な、または重要な犯罪の指名手配被疑者の
早期検挙を図る必要があります。指名手配
被疑者の検挙には、被疑者に関する積極的な情報提供な
ど、捜査活動に対する皆さんの理解と協力が欠かせませ
ん。警察庁では、11 月 1 日から 30 日までの 1 ヵ月間、
指名手配被疑者の追跡調査を強化しています。
　地下鉄サリン事件から 13 年が経過しましたが、オウ
ム真理教特別手配被疑者の平田信、高橋克也、菊地直子
は依然として逃亡中です。
　3 人は偽名を使うなどしてマンションやアパート、貸
家などに潜伏していると思われます。
　警察庁ホームページや公開ポスターで凶悪重要犯罪の

33-3059

◎平成 20 年の交通事故発生状況【9 月末現在】
件　数 前年数 前年比

人身事故 19 件 15 件 4 件
死者 　　0 人 　　0 人 ─
傷者 　28 人 17 人 11 人
物損事故 114 件 168 件 　▲ 54 件
飲酒運転検挙 　1 件 　1 件 ─

被疑者の顔・特徴などを公表するとともにラジオ、新聞
などを活用して情報提供を求めています。どんな小さな
情報でも構いません。お近くの警察署へお寄せください。

一戸交番だより

平田　信 (42 歳 )
身長 183 センチ位

ヤセ型
假谷さん監禁致死事件

高橋克也　(49 歳 )
　身長 173 センチ位

中肉
地下鉄サリン事件

菊地直子 (42 歳 )
身長 159 センチ位　

中肉
地下鉄サリン事件
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　町では 65 歳以上の希望者に対して、
インフルエンザの予防接種を実施しま
す。接種は二戸管内医療機関などで行
いますので、希望する医療機関に電話
などで確認してから接種してください。
　なお、県立一戸病院での接種希望の
方のうち、内科での接種を予定する方
は、事前予約が必要です。下記のとお
り予約をして、接種を受けてください。
■県立一戸病院内科の予約方法

①電話受付（月～金曜日、祝日を除く。
　受付時間 9：00 ～ 17：00）の場合
　県立一戸病院医事課33-3101 で　
　「インフルエンザの予約です」と伝え、
　希望日、氏名、年齢、生年月日、診
　察券番号、電話番号をお知らせくだ
　さい。
②口頭受付（月～金曜日、祝日を除く。
　受付時間 8：30 ～ 16：30）の場合
　総合窓口にお申し出ください。
■実施日　
　11 月 25 日㈫・11 月 27 日㈭
　12 月   2 日㈫・12 月    4 日㈭
　12 月   9 日㈫・12 月 11 日㈭
　12 月 16 日㈫・12 月 18 日㈭
■実施時間　14：00 ～
 　（受付時間：13：00 ～ 13：30）
■定員　各実施日、50 人まで
[問] 総合保健福祉センター健康福祉課
　　保健係　32-3700　内線 613

高齢者に対するインフルエンザ

予防接種の受け方について

　こんにゃく入りゼリーは弾力性があ
り、噛む力の弱い子供や高齢者の方は、
のどに詰まらせる恐れがあります。
　子供や高齢者の方は、絶対に食べな
いでください。もし、のどに詰まらせ
た場合には、膝の上にうつぶせにして
背中をたたくか、背部から腕をまわし
て握りこぶしをみぞおちに当てて押し
上げ、吐き出させてください。
[問] 町総合保健福祉センター
　　保健係　32-3700　内線 613

こんにゃく入りゼリーによる

窒息事故の再発防止について

　参加企業との個別面談、ハローワー
クによる職業相談、雇用・能力開発機
構岩手センターによるコンピュータで
の適職診断などを行います。
■日時　11 月 20 日㈭
　　　　13：00 ～ 17：00
■場所　岩手産業文化センターアピオ
■対象者　平成 21 年 3 月卒業予定の
大学院、大学、短大、高専、専門・専
修学校の学生、既卒者及び一般求職者
[問] ( 財 ) ふるさといわて定住財団
　　　　　　　　　019-653-8976

「いわて就職面接会Ⅳ」開催

　要援護高齢者（介護保険の要支援ま
たは要介護の方）及び重度身体障害者

（身体障害手帳１～３級保有の方で下
肢、体幹機能障害または移動機能障害
に限る。）の方が、床面の段差解消や手
摺の設置など、日常生活動作や介護者
の介護動作の向上を図るために行う住
宅改修について、工事代金の一部を助
成します。
　希望する方は 12 月 10 日（水）まで
に下記にお申し込みください。また、
詳しくは下記にお問い合わせください。
◎補助金の額は、予算の範囲内で工事
　の内容などを考慮して決定します。
◎交付決定前に着工した場合や平成 20
　年３月までに事業が完了しない場合
　は、補助の対象となりません。
◎申込みに申請書のほか住宅の平面図
　や工事見積書などの提出が必要です。
◎要介護認定を受けている方で担当ケ
　アマネジャーがいる方は、ケアマネ
　ジャーを通して申し込んでください。
[問] 総合保健福祉センター健康福祉課
　　福祉係　32-3700　内線 606

一戸町高齢者及び障害者に

やさしい住まいづくり推進事業

　岩手県最低賃金が 10 月 30 日より時
間額 619 円から 628 円となりました。
パート、臨時、派遣、アルバイトなど
を含めすべての労働者に最低賃金以上
の賃金が支払われなければなりません。
　現在の賃金が改定された最低賃金額
を下回っていないかどうかチェックし
て対応することが必要です。
[問]二戸労働基準監督署　23-4131

最低賃金が改定されました

～公募型支障木伐採制度～
　県では、県が管理する河川区域内に
おいて、支障木の効率的かつ計画的な
伐採による維持管理を推進するととも
に、支障木の有効活用を図ることを目
的に「公募型支障木伐採制度」を創設
しました。二戸地方振興局では、この
制度を活用した伐採を小井田川で行う
こととし、伐採希望者を募集します。
【伐採期間】

　平成 20 年 12 月 15 日から
　平成 21 年   3 月 20 日まで
※期間内であれば希望者が選定できます
【申込みできる方】

　一戸町に住所を有する住民（団体及
　び企業を含む）の方。
【伐採者の選定方法】

　伐採希望者が複数の場合は、くじ引
　きにより決定します。
【申込みの受付期限】

　12 月 1 日㈪まで

小井田川の支障木を伐採して

利用していただく方を募集 　岩手労働局では、長時間労働や賃金
不払残業 ( いわゆるサービス残業 ) で
お困りの労働者やご家族の皆さんなど
からの相談を、通話料・相談料無料で
お受けする相談ダイヤルを開設します。
ぜひこの機会にご相談ください。
■開催日　11 月 22 日㈯
■受付時間　9：00 ～ 17：00
■電話番号　0120-897-713
[問]岩手労働局労働基準部監督課
　　　　　　　　　019-604-3006

無料労働時間相談ダイヤル開設

【申込み方法について】

　申込用紙に必要事項をご記入のうえ、
直接ご持参くださるか、郵送でお申込
みください。申込用紙は、二戸地方振
興局土木部道路河川環境課に備え付け
ます。また、ホームページからもダウ
ンロードできます。
（あて先）〒 028-6103　二戸市石切所
　              字荷渡 6-3　二戸地方振興局
　　　　  土木部　道路河川環境課
[問] 二戸地方振興局土木部23-9209
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  名　前　        保護者　住 所
駒木　愛

ま

緒
お

　幸広　　宇別中村　
谷地　愛

あい

花
か

　広太郎　小鳥谷中屋敷
中嶋　杏

あん

菜
な

　大祐　　一戸向町

　　　名　前　  　     住   所
　田村　政幸　　　鳥越八木沢　
　田向　千秋　　　　　　　　　
　
　切岸　明人　　　岩舘沢田
　中澤　尚子　　
　
　女ヶ澤　雄太　　小鳥谷川向
　田村　あゆみ

    名　前　　　       住 　所              年齢
坂本　榮子　　中山大畑　　　76

高見　ヒテ　　小鳥谷高屋敷　92

鹿川　由紀子　一戸蒔前　　　64

平野　キミ子　高善寺傘木　　94

米屋　ミチヱ　西法寺関屋　　86

畑中　喜一郎　西法寺関屋　　84

櫻井　ミヨ　　姉帯下村　　　94

柴田　左吉　　鳥越悪戸平　　74

東山　富次郎　小友釜屋敷　　83

西山　房子　　一戸樋ノ口　　76

田口　市蔵　　中里下前田　　79

瀧澤　マサ　　宇別中村　　　78

柴田　美由　　西法寺諏訪野　70              

                      （敬称略）

町民割引券について

　奥中山高原では町民の皆さんが温

泉を利用しやすいよう、左の割引券

を発行します。

　点線で切り取り、入浴時にフロン

トに提出すれば左記の料金になりま

すので、ぜひご利用ください。

朝朱の湯大浴場

奥中山高原温泉

町民割引券（H21.1.31 まで有効）

　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日帰
り入浴（貸しタオル、ヨーグルトなし）
が下記金額でご利用できます。本券 1 枚
につき 1 人有効。

　　　 　　　  ◇煌星の湯　 ◇朝朱の湯

おとな　　　    600 → 500 円 　500 → 300 円
こども　　　    300 → 250 円 　250 → 150 円    
    

戸籍だより
　　　　　　　　（９月届出分）

相　　談

※広報への掲載を希望しない方は、届出

　の際に戸籍係にお申し出ください。

■日時　11 月 18 日㈫、12 月 2 日㈫
　　　   10：00 ～ 15：00
■場所  二戸市役所　※ 1 日 10 人まで
■予約受付　二戸市　生活環境課
[問]二戸市生活環境課　23-3111
　　岩手弁護士会019-623-5005

二戸地区無料法律相談

■時間　13：00 ～ 16：00
11 月 19 日㈬　骨年齢測定
　　　　　　 　 （10：00 ～ 12：00）   
　　   27 日㈭　心配事相談
12 月   2 日㈫　心の悩み事相談
  　    11 日㈭　心配事相談
※毎週金曜日 10:00 ～ 15:00 にフッ
　トケアを開催。希望の方は、タオル
　を3 本持参ください。（1回3人以内）
[問]イコオショッピングセンター内
　　まちの健康相談室　33-4535

まちの健康相談室からお知らせ

■日時 12 月 11 日㈭ 13:00 ～ 15:00
■場所　二戸市総合福祉センター
[問]二戸・久慈地域産業保健センター
　　　　　　　　　　　　23-4466

働く人の心とからだの
医師による無料相談

奥中山高原温泉

町民割引券（H21.1.31 まで有効）

　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日帰
り入浴（貸しタオル、ヨーグルトなし）
が下記金額でご利用できます。本券 1 枚
につき 1 人有効。

　　　 　　　  ◇煌星の湯　 ◇朝朱の湯

おとな　　　    600 → 500 円 　500 → 300 円
こども　　　    300 → 250 円 　250 → 150 円    
    

（

（

■日時　11 月 17 日㈪・ 25 日㈫　　
　　　　 12 月   1 日㈪・ 　8 日㈪ 
　　　　10：00 ～ 15：00
■場所　二戸地方振興局 1 階
　　　　消費生活相談室
[問]二戸地方振興局　　  23-9201
※前日までに電話で予約してください

多重債務者弁護士無料相談

（
　歩喜隊が小鳥谷に来ます。一緒に歩
いてみませんか？誰でも参加できます。
今回は、高屋敷方面～サラダボウル約
10㌔です。申し込みは必要不要ですが、
連絡いただければ助かります。
■日時　11 月 28 日㈮　8：50（午前中）
■集合場所　小鳥谷地区公民館前
■参加料　1 人 200 円
■持ち物　昼食、水筒、タオル、着替え
[問] 小鳥谷地区公民館34-3315

歩喜隊と共に歩く仲間募集！

　第 2 回介護教室を開催しますので、
希望者は、下記にお申し込みください。
■日時　12 月 17 日㈬
　　　　13：00 ～ 15：00
■場所　一戸病院 2 階会議室
■締切り　11 月 28 日㈮
[問] 県立一戸病院耳鼻科外来
　　　　　　　33-3101( 内線 2220)

介護教室のお知らせ

　入場料は無料ですが、入場整理券が
必要ですので、下記のプレイガイドで
お求めのうえ、ご入場ください。数に
限りがありますので、お早めにどうぞ。
■日時　11 月 29 日㈯　13：30 ～
■会場　二戸市民文化会館　大ホール
■プレイガイド　ハリカミプレ一戸店
　( ショッピングセンターイコオ内 )・
　ミニストップ奥中山店
[問] ( 社 ) 二戸法人会青年部会22-3105

～郷土が生んだプロ野球選手～

欠端光則氏講演会開催 !!

■
演
題

「
夢
は
見
る
も
の
じ
ゃ
な
く

か
な
え
る
も
の
！
」
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人の動き（10月1日現在）
人　口      15,098 人（ － 16 人）
　男　        7,282 人  （   － 8 人）
　女　        7,816 人（   － 8 人）
世帯数  5,832 世帯（ － 2 世帯）
　　　　　　      （　）は前月比
転　入           18 人  （      262 人）
転　出           19 人  （     413 人）
出　生             3 人  （        57 人）
死　亡           18 人  （     173 人）

（ ）は平成 20 年 1 月からの累計

　～ 23 日　 ロビー展　武田吉孝

    　　　　   「馬淵川四季の野鳥展」

　　　　　   コミュニティセンター

　18 ～ 20 日　
    　　　　   岩手芸術祭巡回美術展

　　　　　   コミュニティセンター

　22 日㈯　いきいきフェスタ2008

　　　　　町民文化センター
    　　　　 10：00 ～ 15：00

　23 日㈰　わわわのステージ

　　　　　コミュニティセンター
    　　　　 12：00 ～ 15：00

　29 日㈯　岩手芸術祭移動舞台公演

    オペラアラカルトとナポリ民謡
　　　開場 13：00　開演 13：30

　　7 日㈰　  町総合スポーツ大会

  卓球、バレーボール、ビーチボール
　　　　　　町内各施設

   　 13 日㈯　スキー場オープン

    　　　　 　奥中山高原スキー場
　　              　8：30 ～

11 月

12 月

イベント[問]＝問合せ、申込み先

i ショップホームページ　http://waza.town.ichinohe.iwate.jp/

※携帯電話で左のバーコードを読み取るか、上記のURL からご覧ください

★保育施設開放★

鳥海保育所　　　　　 32-2220       

小鳥谷保育所    　   　34-2524

奥中山保育所      　 　35-2319

は 12 月 9 日 ( 火 ) 9：30 ～ 12：00

一戸子供の家保育園  33-2859

「子育てサークルのびのび」は、

11月15・19・22・26・29日/12月3・6日

 9：30 ～ 11：30 ※場所は保育園

■休日当番歯科医
▼診察時間：9：00 ～ 12：00

■休日当番医
▼診察時間：9：00 ～ 17：00

月日 医療機関 地区 電話 医療機関 地区 電話

11 月 16 日 三澤歯科医院 二戸 23-2445 すがわら消化器内科 二戸 23-2879

23 日 ますだ歯科クリニック 二戸 26-8282 二戸クリニック 二戸 25-5770
24 日 沢藤歯科医院 二戸 25-4002 金田一診療所 二戸 27-2205

30 日 国香歯科医院 ( 裏小路 ) 二戸 23-2223 むらかみ医院
いたみのクリニック 軽米 48-1500

12 月 7 日 岩渕歯科医院 一戸 32-2238 よこもり眼科クリニック 二戸 22-2230
14 日 関歯科医院 二戸 38-2937 千葉耳鼻咽頭科 二戸 23-2009

まちの
お知らせ
ひろば２

 

i はいちのへの
      頭文字です

お知らせ

　日ごろの私達の活動を披露するとと
もに、応援してくださっている地域の
皆さまに感謝の気持ちを込めてコン
サートを開きます。小さい子どもたち
からおじいちゃんおばあちゃんまで、
皆さんで遊びにいらしてください。お
待ちしています。
■日時　11 月 18 日㈫　19：00 ～
■場所　町民文化センター体育館
■入場料　無料
[問] 一戸小学校　33-2181

一戸小学校金管バンド

　「あっという間のコンサート」

　市民の参画をテーマとした講演活動
を全国各地で行っている新田新一郎氏
が講演を行います。皆さまのご来場を
お待ちしています。参加希望者は下記
までお問い合わせください。
■日時　11 月 29 日㈯　13：00 ～
■場所　町民文化センター
■講師　新田新一郎氏
[問] 二戸地方振興局企画振興課23-9201

元気な地域づくりフォーラム

「変える・つなぐ・活かす力」

　ＩＧＲいわて銀河鉄道では、安心を
基本とする「ＩＧＲ地域医療ライン」
のための、「あんしん通院きっぷ」を発
売します。一戸町・二戸市の各駅から
盛岡方面へ通院される多くの方が、便
利に安心してご利用いただけるよう企
画したきっぷです。
■発売開始日：11 月 5 日㈬
　＊使用当日のみ発売・有効（きっぷ
　の対象は平日のみ）。
■発売箇所

　金田一温泉駅～奥中山高原駅の窓口
＊行きの駅窓口で、盛岡方面の病院へ
　通院している証明書（診察券、予約
　券、または保険証）を提示いただき
　ます。帰りは盛岡駅でレシートを提
　示いただきます。ご了承ください。
■対象者：一戸町・二戸市の各駅から
　盛岡方面へ通院される方及びその介
　護者の方 1 名
＊ただし行きは、上り普通列車 4520
　Ｍ（八戸 7：13 発 盛岡 9：00 着）　
　にご乗車ください。ただし、他の割
　引サービスとの併用できません。
■内容

　パターンＡ：通院の方のみご利用で
　きる往復割引乗車券　
　パターンＢ：通院の方と介護者 1 名
　の方がご利用できる往復割引乗車券
■発売金額（町内の駅を表記します）

ＩＧＲ地域医療ライン利用促進に

あんしん通院きっぷを発売します

乗車駅 パターンＡ 通常運賃（割引率） パターンＢ 通常運賃（割引率）
一戸 3,000 円 3,520 円（15.0％） 4,500 円 7,040 円（36. １％）
小鳥谷・小繋 2,600 円 3,020 円（13.9％） 3,900 円 6,040 円（35.4％）
奥中山高原 2,000 円 2,340 円（14.5％） 3,000 円 4,680 円（35.9％）

[問] ＩＧＲいわて銀河鉄道株式会社運輸部019-652-9802    URL http://www.igr.jp



　
防
災
活
動
は
、
万
が
一
の

災
害
に
備
え
て
行
う
も
の
で

す
か
ら
、
お
ろ
そ
か
に
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
お
び
え

る
子
を
抱
き
「
こ
の
ま
ま
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
し
か

考
え
れ
な
か
っ
た
今
年
の
地

震
の
恐
怖
さ
え
も
、
遠
い
記

憶
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

▼
救
命
救
急
訓
練
の
講
習
会

で
慌
て
る
あ
ま
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
忘
れ
る
参

加
者
、
訓
練
で
も
不
測
の
状

況
で
平
常
心
を
失
う
災
害
の

怖
さ
を
取
材
を
通
じ
て
強
く

感
じ
ま
し
た
。
▼
防
災
は
、

訓
練
を
続
け
る
こ
と
、
で
き

る
こ
と
の
積
み
重
ね
、「
生
活

の
一
部
へ
」
と
い
う
谷
署
長

の
言
葉
が
響
き
ま
し
た
。
自

分
自
身
へ
の
反
省
も
込
め
て
、

忘
災
か
ら
防
災
へ
。
防
災
を

考
え
る
時
「
万
が
一
」
は
「
必

ず
起
こ
る
」
と
い
う
意
識
が

必
要
で
は
、
と
思
い
ま
し
た
。
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名子根集会所の落成祝賀会に駆けつけた皆さんにお話を聞きしました talk interview

瀧澤　凛くん㊧
瀧澤　亮太くん㊨

　前の集会所はとても
古くて、カメムシなど
もいました。
　新しい集会所は広く
てきれいで、使うのが
とても楽しみです。
　もちが好きなので、
今日はたくさんおもち
をもらいうれしいです。

名子根自治会長

工藤　勝喜さん

　今日は、念願の集会
所が完成し、とても感
激しています。
　地域住民がまとまっ
て一つのものを創り上
げるその気持ちが、伝
わってきました。みん
なで集まり、どんどん
活用していきたいです。

小倉　順太さん㊧
　　早智子さん㊨

　新しい集会所は多目
的に使えるような工夫
があり、今後地域がさ
らにまとまるような活
動ができると思います。
　もらったおもちは、
縁起物なので、家族み
んなでおいしくいただ
きたいと思います。

　
姉
帯
の
名
子
根
地
区
の
名
子

根
集
会
所
の
改
築
落
成
祝
賀
会

が
青
空
晴
れ
渡
る
十
月
十
九
日
、

同
集
会
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
に
先
立
ち
集
会
所
で

は
も
ち
ま
き
を
行
い
、
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
お
祝
い
に

は
地
域
住
民
た
ち
約
五
十
人
が

参
加
し
、
地
域
交
流
拠
点
の
新
た

な
記
念
日
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
所
は
地
域
住
民
が

協
力
し
、
移
築
を
経
た
築
後
八
十

年
の
老
朽
化
し
た
旧
集
会
所
を

解
体
し
、
七
月
か
ら
建
築
を
行
い

ま
し
た
。
新
た
な
集
会
所
は
木
造

平
屋
で
多
目
的
ホ
ー
ル
や
調
理

室
、
屋
外
に
は
掲
示
板
を
新
設
し

ま
し
た
。
建
設
に
は
地
域
住
民
の

積
み
立
て
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
な
ど
を
活
用
し
ま
し
た
。

今
日
は
、私
た
ち
の
地
域
の
新
た
な
記
念
日

皆
で
力
を
合
わ
せ
、
う
れ
し
い
う
れ
し
い
名
子
根
集
会
所
の
完
成
。

今年の 6 月 6・7 日、地域住
民約 40 人が協働で、旧公民
館の解体作業を行いました。

◉広報いちのへ 11 月号の印刷経費は 1 部 57.8 円です
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